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● 脱炭素社会の実現に向けた事業化調査開始● 脱炭素社会の実現に向けた事業化調査開始

● 令和７年　例大祭● 令和７年　例大祭

● 第75回社会を明るくする運動● 第75回社会を明るくする運動

● 令和７年第２回町議会定例会● 令和７年第２回町議会定例会

主
な
内
容

主
な
内
容

広報広報

積積丹丹半半島島とと神神威威岬岬威威威神神神神神神神ととととととと島島島島島島島島半半半半半半半半丹丹丹丹

北海道遺産北海道遺産

= 美國神社例大祭・美國神社 300 年祭（７月４～６日・美国町）== 美國神社例大祭・美國神社 300 年祭（７月４～６日・美国町）=

～ 待ち遠しかった「縁日」 ～～ 待ち遠しかった「縁日」 ～

一発必中一発必中！！



▲積丹町再生可能エネルギービジョン

　
昨
年
度
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
と
地
域
振
興
・
地
域
課
題
の
解
決
に
役
立
て
る

た
め
、「
積
丹
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
事
業
化
に
向
け
た
可
能
性
を

探
る
調
査
・
検
討
を
行
い
ま
す
。

町
再
生
可
能

町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
施
策
目
標
設
定

導
入
施
策
目
標
設
定

　

町
で
は
、
全
国
の
地
方
自
治
体
に

求
め
ら
れ
て
い
る
国
の
２
０
５
０
年

（
令
和
32
年
）
脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
た
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の

推
進
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
18
年

度
策
定
の
「
積
丹
町
地
域
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
改
定
に
向
け
て

「
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
推

進
検
討
委
員
会
」
（
石
井
一
英
委
員

長
・
北
海
道
大
学
大
学
院
工
学
研
究

院
環
境
創
生
工
学
部
門
教
授
）
を
設

置
し
検
討
を
進
め
、
今
年
３
月
に
新

た
な
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

施
策
の
実
施
目
標
」
を
定
め
た
『
積

丹
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

新
ビ
ジ
ョ
ン
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

新
ビ
ジ
ョ
ン
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

新
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
町
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
及
び
二
酸
化
炭
素
排
出

量
の
削
減
目
標
を
設
定
し
た
ほ
か
、

脱
炭
素
社
会
の
実
現
と
地
域
振
興
・

地
域
課
題
の
解
決
を
目
指
す
た
め
、

10
項
目
の
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
を
推
進
す
る
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
可
能
性
調
査

令
和
７
年
度
可
能
性
調
査

　

事
業
計
画

　

事
業
計
画

　

令
和
７
年
度
は
、
新
ビ
ジ
ョ
ン
10

項
目
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中

で
、
特
に
優
先
的
に
進
め
る
５
項
目

を
具
体
的
に
事
業
化
・
推
進
す
る
た

め
の
事
前
準
備
の
調
査
・
検
討
を
行

い
ま
す
。

　

町
で
は
、
積
丹
の
豊
か
な
自
然
と

共
生
し
な
が
ら
２
０
５
０
年
脱
炭
素

社
会
の
実
現
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
よ
る
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

名　　称 概　　要

１
災害対応拠点施設及び学校等

公共施設への導入

災害時の避難所等の再エネ導入

の検討

２ 水産業の取組に関する活用
再エネを活用したウニ蓄養シス

テムの検討

３
商工観光業の取組に関する活

用

観光拠点施設等への再エネ導入

の検討

４ 温泉熱を利用した活用

再エネ設備等導入を検討し、町

の特性を生かした「再エネ推進

ゾーン」の形成を検討

５ 小水力を利用した活用 非常用電源としての活用検討

６ 風力を利用した活用
環境や人への影響が小さい小型

風力発電の導入検討

７ 脱炭素コミュニティへの促進
指定避難所等の公共施設群の脱

炭素コミュニティの構築を検討

８ 雪冷熱の活用
地域の特性を生かした雪冷熱を

活用した事業の検討

９ 水素エネルギーの活用
将来的な実用化を見据えた水素

エネルギーの活用検討

10
町民への省エネルギー・脱炭

素普及・啓発

省エネルギーや脱炭素について

の普及・啓発の促進

≪ 新再生可能エネルギービジョン重点プロジェクト ≫

No 可能性調査内容

１

役場庁舎への再エネ導入可能性調査

脱炭素型庁舎改修構想（課題整理）の検討する場合の導入

可能な再エネの種類・導入量等の可能性を検討するための事

前予備調査

２

公共施設への太陽光発電設備等導入可能性調査

太陽光発電等需給シミュレーションの可能性を検討するた

めの事前予備調査

３

再エネ推進ゾーンへの実現可能性調査

　岬の湯しゃこたん周辺に「再エネ推進ゾーン」の実現可能

性の検討に役立てるため、既存岬の湯しゃこたんの泉源回復

の可能性の実証調査

４

ウニ蓄養施設における再エネ導入可能性調査

　温暖化対策として、再エネ電力供給を前提としたウニ蓄養

養殖システム等の可能性を検討するための事前予備調査

５

雪冷熱利用可能性調査

　特別豪雪地帯の課題を活かし、雪冷熱簡易利用システム等

の可能性を検討するための事前予備調査

≪ 令和７年度調査事業 ≫

▲国補助金：エネルギー構造高度化・転換理解促進事業補助金（補助率 10 分の 10）

～～ 

積
丹
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

積
丹
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定 

～～

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
事
業
化
調
査
開
始

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
事
業
化
調
査
開
始

【財源内訳】

（令和６年度）
積丹町再生可能エネルギービジョン

策定業務

国補助金　　　　　１，７７４万円

　　　　　　　 計 １，７７４万円

【財源内訳】

（令和７年度）
再エネ設備等導入事業可能性調査

国補助金　　　　　５，６９４万円

ふるさと振興基金 　 ３００万円

　　　　　　　 計 ５，９９４万円

（ふるさと納税寄附金）

＝＝ 
令
和
７
年
度

令
和
７
年
度 

＝＝

積丹町再生可能エネルギービジョン

【財源内訳】

（令和７年度）
再エネ設備等導入事業可能性調査
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令和七年 令和七年 
　今年も７月１日の入舸稲荷神社・積丹神社（日司町）・野塚稲荷神社を皮切りに町内各地　今年も７月１日の入舸稲荷神社・積丹神社（日司町）・野塚稲荷神社を皮切りに町内各地

区で郷土の伝統「例大祭」が開催され、やっこ行列や神輿、山車などそれぞれ特色あるお区で郷土の伝統「例大祭」が開催され、やっこ行列や神輿、山車などそれぞれ特色あるお

祭りを地域住民やこの日のために帰省した方々が一丸となって盛り上げました。祭りを地域住民やこの日のために帰省した方々が一丸となって盛り上げました。

　強い初夏の陽射しが降り注ぐ中、威勢の良い掛け声や歓声が飛び交った祭典の一部を写　強い初夏の陽射しが降り注ぐ中、威勢の良い掛け声や歓声が飛び交った祭典の一部を写

真で紹介します。真で紹介します。

※日司・野塚・幌武意地区は神輿渡御がありませんでした。※日司・野塚・幌武意地区は神輿渡御がありませんでした。

 例 大 祭 例 大 祭

美
國

入
舸

積丹町標語入選作品積丹町標語入選作品

◆標語の部◆

〈小学生の部〉

金賞　笑顔には　心をいやす　力ある　 　　　 余別小６年 野
の み や

宮 麗
り ほ

穂

銀賞　やさしさは　心をつなげる　第一歩　　　美国小６年 石
いしおか

岡 幸
こ う た

汰

銅賞　人生は　一度しかない　たいせつに　　 余別小４年 柏
かしわざき

崎千
ち さ と

紗都

〈中学生の部〉

金賞　やさしさで　色とりどりの えがお咲く　 美国中１年 増
ますやま

山 結
ゆ ず

珠

銀賞　認めよう　相手と自分の　個性と性格　  美国中２年 野
の み や

宮 湊
そうすけ

輔

銅賞　会話をし　ふと気がついた　幸せと　　  美国中３年 村
む ら き

木　　葵
あおい

さん

さん

『『社会を明るくする運動社会を明るくする運動』』

第７５回第７５回

▲岸本好且余市地区保護司会長より十河副

町長へ内閣総理大臣メッセージが伝達

　
７
月
10
日
、
第
75
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
積
丹
町
住
民
集
会
が
催
さ
れ
、
７
月
の

強
調
月
間
に
合
わ
せ
、
町
内
の
小
中
学
生
か
ら

応
募
の
あ
っ
た
81
点
の
標
語
の
中
か
ら
６
点
の

入
選
作
を
決
定
し
、
同
日
に
、
町
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
で
十
河
副
町
長
よ
り
入
賞
者
へ
の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

さん

さん

さん

さん

神
威
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　令和７年第２回町議会定例会が６月24日に招集

され、報告１件、議案10件、意見案１件が審議さ

れ、同月25日に閉会しました。

　そのあらましについてお知らせします。

News議会ニュース

令和７年 第２回町議会定例会

は
じ
め
に

■
令
和
６
年
度
各
会
計
決
算
の
概
況

財
政
の
硬
直
化
続
く

　

令
和
６
年
度
の
各
会
計
決
算
に
つ

い
て
は
、
出
納
閉
鎖
を
経
て
会
計
管

理
者
の
も
と
で
、
監
査
委
員
の
審
査

に
付
す
る
た
め
の
整
理
作
業
中
で
す

が
、
そ
の
概
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

　

一
般
会
計
は
、
特
別
交
付
税
の
３

月
交
付
分
な
ど
に
よ
り
歳
入
額
が
確

定
す
る
と
と
も
に
、
第
１
回
定
例
会

に
お
い
て
補
正
予
算
措
置
を
し
た
各

基
金
へ
の
積
立
て
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
は
、
歳
入

総
額
34
億
５
，
４
１
４
万
２
千
円
、

歳
出
総
額
33
億
５
，
７
３
１
万
７
千

円
、
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源

１
３
８
万
８
千
円
、
差
引
収
支
額
９
，

５
４
３
万
７
千
円
の
見
込
み
で
す
。

　

ま
た
、
３
特
別
会
計
と
２
公
営
企

業
会
計
は
、
一
般
会
計
か
ら
総
額

１
億
８
，
２
４
９
万
９
千
円
（
前
年

度
１
億
６
，
８
８
５
万
８
千
円
）
の

繰
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
歳
入
（
収
入
）
総
額

６
億
８
１
３
万
４
千
円
、
歳
出
（
支

出
）
総
額
６
億
６
，
８
４
４
万
４
千

円
の
見
込
み
で
す
。

　

な
お
、
出
納
閉
鎖
期
で
の
各
種
基

■
不
確
実
性
が
高
ま
る
国
際
情
勢

の
下も

と

で
、
米
国
の
関
税
措
置
へ
の

対
応
や
当
面
の
物
価
高
対
応
を
は

じ
め
と
す
る
国
の
経
済
財
政
運
営

に
万
全
を
期
す
る
こ
と
を
基
本
と

す
る
「
政
府
の
経
済
財
政
運
営
と

改
革
の
基
本
方
針
（
骨
太
の
方
針
）

２
０
２
５
」
が
、
６
月
13
日
閣
議

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
石
破
首
相
は
、「
民
の
力
を
最

大
限
生
か
し
つ
つ
、
自
ら
考
え
行

動
す
る
地
方
を
応
援
す
る
。
ま
た
、

関
係
人
口
を
増
や
し
て
地
域
の
活

力
を
高
め
る
こ
と
に
注
力
す
る
。」

た
め
、「
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制

度
の
創
設
」
や
「
二
地
域
居
住
の

推
進
」
な
ど
、
新
た
な
令
和
の
日

本
列
島
改
造
（「
地
方
創
生
２
・
０
」

の
推
進
）
に
国
を
あ
げ
て
着
実
に

取
り
組
む
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
半
島
地
域
の
防
災
・

国
土
強
靭
化
」
や
「
学
校
給
食
無

償
化
」、「
０
～
２
歳
幼
児
・
保
育

支
援
の
充
実
」
な
ど
地
方
の
安
心

安
全
な
暮
ら
し
の
充
実
確
保
の
た

め
の
新
た
な
課
題
解
決
を
目
指
す

と
し
て
い
ま
す
。

■
私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
政
府
の

新
た
な
地
方
政
策
の
具
体
化
に
伴

う
国
の
令
和
８
年
度
予
算
編
成
に

お
け
る
議
論
の
行
方
や
、
住
民
に

身
近
で
多
様
な
数
多
く
の
課
題
を

抱
え
る
地
方
自
治
体
の
今
後
の
行

財
政
運
営
へ
の
影
響
と
、
そ
の
動

向
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

行

政

報

告

金
残
高
は
、
年
度
中
積
立
額
２
億
２

８
４
万
９
千
円
、
同
取
崩
し
額
１
億

７
，
７
６
９
万
７
千
円
、
差
引
総
基

金
残
高
は
、
19
億
４
，
４
５
７
万
８

千
円
（
前
年
度
19
億
１
，
９
４
２
万

６
千
円
）
で
す
。

　

増
額
の
主
な
も
の
は
、
国
民
健
康

保
険
財
政
調
整
基
金
１
，
４
８
８
万

９
千
円
、
ふ
る
さ
と
振
興
基
金
７
３

１
万
７
千
円
、
地
域
情
報
通
信
基
盤

施
設
整
備
基
金
約
４
６
２
万
７
千

円
、
町
有
林
造
成
基
金
４
６
２
万
円
、

森
林
環
境
譲
与
税
基
金
４
１
８
万
７

千
円
、
条
例
定
額
積
立
２
基
金

２
２
５
万
２
千
円
で
す
。

一
般
会
計
で
、
９
，
５
４
３
万
円

余
の
翌
年
度
繰
越
金
が
生
じ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
主
な
要
因
は
、

歳
入
で
は
、
①
普
通
交
付
税
の
再
算

定
に
よ
る
増
、
②
特
別
交
付
税
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
及
び
地
域
公
共
交

通
維
持
対
策
経
費
等
に
よ
る
増
、
歳

出
で
は
、
③
公
債
費
及
び
除
排
雪
経

費
等
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

本
町
の
硬
直
し
た
財
政
構
造
に
大

き
な
変
化
は
な
い
一
方
で
、
老
朽
化

が
進
行
し
て
い
る
道
路
・
上
下
水
道

施
設
、
廃
棄
物
処
理
施
設
・
学
校
教

育
施
設
、
地
区
会
館
等
公
共
施
設
改

修
費
、
維
持
管
理
費
、
小
河
川
防
災

減
災
対
策
、
除
排
雪
対
策
、
消
防
・

行 政 報 告 （要約）
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し
尿
・
ゴ
ミ
広
域
処
理
施
設
改
修
等

負
担
金
、
医
療
・
介
護
・
子
ど
も
子

育
て
支
援
等
社
会
保
障
関
係
費
の
自

然
増
の
ほ
か
、
建
設
工
事
等
価
格
の

増
高
、
職
員
人
件
費
や
物
価
高
騰
に

よ
る
行
政
経
費
の
増
、
更
に
は
、
国

の
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
・

共
通
化
移
行
事
業
地
方
負
担
の
大
幅

増
な
ど
、
歳
出
経
費
の
増
高
が
避
け

ら
れ
な
い
情
勢
が
続
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
自
主
財
源
の
乏
し
い
本
町
の

今
後
の
財
政
運
営
は
、
引
き
続
き
厳

し
く
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
く

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

歳入総額
うち一般会計

繰入金
歳出総額 うち繰出金

歳入歳出差引

（Ａ）ー（Ｂ）

翌年度に繰り

越すべき財源

実質収支

（Ｃ）ー（Ｄ）

一般会計 3,454,142 ー 3,357,317 182,499 96,825 1,388 95,437

特

別

会

計

国民健康

保険事業

事業勘定 126,563 31,168 125,013 ー 1,550 0 1,550

直進勘定 89,636 42,748 89,636 ー 0 0 0

介護福祉

サービス事業
48,474 30,840 48,474 ー 0 0 0

後期高齢者医療 45,510 15,284 45,510 ー 0 0 0

特別会計　計 310,183 120,040 308,633 ー 1,550 0 1,550

公

営

企

業

会

計

簡易水道事業 180,380 22,458 225,515 ー ▲ 45,135 ー ー

集落排水事業 117,570 40,000 134,296 ー ▲ 16,726 ー ー

公営企業会計　計 297,950 62,458 359,811 ー ▲ 61,861 ー ー

合計 4,062,275 ー 4,025,761 ー 36,514 ー ー

令和６年度　各会計決算概況

（注）計数は四捨五入しているため、合計が合致しない場合がある。

　
岬
の
湯
し
ゃ
こ
た
ん
「
泉
源

　
の
異
状
」
へ
の
対
応
状
況

２
月
招
集
の
第
２
回
臨
時
会
の

行
政
報
告
後
の
動
向
に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。

①(

株)

Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｎ

Ｇ
Ｏ
で
は
、
光
熱
費
の
増
高
等
、

経
営
へ
の
影
響
を
考
慮
し
て
、
昨

年
12
月
１
日
か
ら
冬
期
間
の
営
業

を
休
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
４
月

19
日
か
ら
営
業
を
再
開
し
て
い
ま

す
。

　

井
水
（
冷
泉
約
11
度
）
を
加
温

し
て
の
営
業
の
た
め
、
燃
料
費
の

著
し
い
増
高
に
伴
う
露
天
風
呂
の

一
部
閉
鎖
な
ど
の
節
減
対
策
と
と

も
に
、
入
浴
料
金
の
引
き
上
げ
や

誘
客
増
対
策
等
に
努
め
て
い
ま
す

が
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
経
営
状

況
が
続
い
て
い
る
と
の
報
告
を
受

け
て
い
ま
す
。

②
町
へ
の
「
温
泉
源
利
用
再
生
支

援
要
請
」
に
対
す
る
町
の
検
討
状

況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
８
月

以
来
の
新
た
な
本
町
の
地
域
課
題

と
し
て
の
対
応
経
過
と
、
平
成
29

年
か
ら
５
年
に
及
ぶ
熟
慮
と
議
論

を
重
ね
た
民
営
化
へ
の
貴
重
な
道

の
り
の
経
緯
を
踏
ま
え
て
検
討
を

続
け
て
き
ま
し
た
。

そ
の
際
の
重
要
な
両
立
克
服
す

（単位：千円）

区　分
会 計 別
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べ
き
課
題
は
、
次
の
２
点
で
す
。

１
．
温
泉
施
設
（
岬
の
湯
し
ゃ
こ

た
ん
）
は
、
本
町
の
限
ら
れ
た
観

光
資
源
の
一
つ
と
し
て
絶
や
す
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
。

２
．
町
の
財
政
負
担
は
、
限
り
な

く
最
小
化
す
べ
き
こ
と
。

　

そ
う
し
た
認
識
に
立
っ
て
、
そ

の
対
策
の
具
現
化
に
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

構
造
高
度
化
・
転
換
理
解
促
進
事

業
補
助
金
の
一
部
を
活
用
し
て
、

既
存
の
岬
の
湯
し
ゃ
こ
た
ん
の
温

泉
源
を
調
査
対
象
と
し
て
、
新
た

な
積
丹
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
に
沿
っ
た
同
温

泉
熱
の
持
続
的
な
活
用
の
可
能
性

に
つ
い
て
の
実
証
調
査
を
、
町
が

調
査
実
施
主
体
と
し
て
実
施
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
の
実
施
に
よ
り
、
泉

源
利
用
回
復
へ
の
期
待
と
併
せ
て

掘
削
か
ら
27
年
を
経
た
同
温
泉
源

の
「
湧
出
量
」
、「
泉
温
」
、「
泉
質
」

等
の
今
後
の
持
続
的
な
活
用
の
可

能
性
と
そ
の
活
用
要
件
を
改
め
て

把
握
で
き
れ
ば
、
今
後
の
岬
の
湯

し
ゃ
こ
た
ん
の
経
営
安
定
化
と
施

設
老
朽
化
対
策
は
も
と
よ
り
、「
温

泉
資
源
」
を
引
き
続
き
町
の
重
要

観
光
資
源
の
一
つ
と
し
て
位
置
付

議会ニュース

け
、
本
町
の
地
域
振
興
へ
の
貢
献

や
官
民
連
携
し
た
将
来
展
望
の
検

討
に
も
寄
与
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
海
沿
岸
地
震
・
津
波
被
害
　

　
想
定
の
公
表

　
町
内
地
区
説
明
会
予
定

　

６
月
３
日
北
海
道
は
、
冬
期
深
夜

に
最
大
級
の
地
震
と
津
波
が
発
生
し

た
場
合
、
道
内
日
本
海
沿
岸
の
33
市

町
村
で
最
大
約
７
，
５
０
０
人
が
死

亡
す
る
な
ど
の
被
害
想
定
を
公
表

し
、
本
町
に
最
も
影
響
を
与
え
る
断

層
モ
デ
ル
で
は
、
建
物
全
壊
２
９
０

棟
、
死
亡
者
数
３
６
０
人
等
の
被
害

が
発
生
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

同
被
害
想
定
は
、
平
成
29
年
２
月

に
道
が
公
表
し
た
「
日
本
海
沿
岸
の

津
波
浸
水
想
定
」
で
想
定
さ
れ
る
最

大
ク
ラ
ス
の
津
波
な
ど
で
生
じ
る
具

体
的
な
被
害
を
算
定
し
た
も
の
で
、

現
行
の
「
津
波
災
害
警
戒
区
域
」
が

修
正
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
た
め
、

避
難
場
所
等
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
前
回
の
公
表
か
ら
８
年

が
経
過
し
て
お
り
、
初
め
て
の
「
被

害
想
定
の
公
表
」
で
町
民
の
不
安
も

高
い
た
め
、
今
回
公
表
の
内
容
に
関

す
る
道
の
市
町
村
向
け
住
民
啓
発
資

料
等
の
詳
細
が
確
認
で
き
し
だ
い
、

町
内
地
区
説
明
会
を
開
催
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
能
登
半
島
地
震
津
波
災
害

を
教
訓
と
し
た
急
が
れ
る
今
後
の
地

域
防
災
拠
点
等
の
整
備
に
係
る
自
治

体
財
政
負
担
の
軽
減
と
安
定
財
源
対

策
及
び
、
国
や
道
の
道
路
、
漁
港
等

の
広
範
な
分
野
に
及
ぶ
防
災
・
減
災

対
策
の
拡
充
が
極
め
て
急
務
で
あ
り

ま
す
の
で
、
関
係
市
町
村
と
連
携
し

て
、
関
係
機
関
へ
の
要
望
活
動
に
鋭

意
努
め
て
い
ま
す
。

　
新
た
な
国
の
施
策
事
業
の
導
入

　
半
島
振
興
補
助
金
の
活
用

　

第
１
回
定
例
会
の
「
行
政
執
行
方

針
」
の
そ
の
後
の
動
向
に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。

　

半
島
振
興
法
は
令
和
７
年
３
月
26

日
、
議
員
立
法
に
よ
り
第
４
次
の
改

正
法
が
成
立
、
10
年
間
の
延
長
が
決

定
し
、４
月
１
日
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

改
正
法
で
は
、
法
目
的
に
「
半
島

防
災
」
と
「
地
方
創
生
」
が
追
加
さ

れ
、
そ
の
基
本
理
念
と
し
て
「
地
方

創
生
」、
「
魅
力
の
増
進
」、
「
半
島
防

災
・
国
土
強
靭
化
」
の
３
つ
の
観
点

か
ら
、
様
々
な
分
野
に
お
け
る
半
島

地
域
社
会
の
振
興
・
発
展
に
資
す
る

関
係
８
府
省
の
施
策
の
充
実
配
慮
規

定
が
盛
り
込
ま
れ
る
な
ど
、
昭
和
60

年
法
制
定
以
来
の
拡
充
改
正
内
容
と

な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
国
（
国
土
交
通
省
）
に
お

い
て
、
改
正
法
に
基
づ
く
基
本
方
針

の
策
定
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
全
国
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23
半
島
地
域
１
９
４
市
町
村
（
道
内

２
半
島
地
域
25
市
町
村
（
渡
島
17
・

積
丹
８
）
）
の
関
係
22
道
府
県
で
は
、

国
の
基
本
方
針
に
基
づ
く
「
半
島
振

興
計
画
」
の
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
道
府
県
が
策
定
す
る
計
画
に

反
映
さ
せ
る
半
島
地
域
の
課
題
の
調

査
・
分
析
・
振
興
事
業
等
の
把
握
調

査
を
支
援
す
る
た
め
、
同
省
で
は
全

国
の
半
島
地
域
市
町
村
を
対
象
に

「
半
島
振
興
広
域
連
携
促
進
事
業
補

助
金
制
度
」
を
拡
充
し
、
そ
の
調
査

事
業
補
助
金
の
活
用
公
募
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
地
域
協
議
会
を
事
業

主
体
と
す
る
農
林
水
産
省
（
水
産
庁
）

の
海
業
振
興
対
策
事
業
と
の
「
政
策

間
連
携
」
・
「
官
民
連
携
」
、
北
海
道

と
の
「
広
域
連
携
」
事
業
と
し
て
、

半
島
地
域
振
興
対
策
の
事
業
化
に
向

け
た
地
域
資
源
活
用
可
能
性
調
査

と
、
実
証
試
験
等
を
内
容
と
す
る
２

つ
の
計
画
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
応

募
し
、
過
日
国
か
ら
計
画
事
業
補
助

金
総
額
２
，
２
０
０
万
円
（
10
／
10

補
助
）
の
採
択
内
示
を
受
け
ま
し
た
。

　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

２
５
９
万
円
追
加
内
示
・
２
事
業
に
充
当

　

国
（
政
府
）
は
、
５
月
27
日
、
令

和
７
年
度
一
般
会
計
予
備
費
の
使
途

と
額
を
閣
議
決
定
し
、
物
価
高
騰
対

応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

１
，
０
０
０
億
円
の
増
額
が
措
置
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
日
、
国
か
ら
交
付
限
度
額
通
知

が
あ
り
、
本
町
へ
は
、
２
５
９
万
円

の
追
加
内
示
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
町
で
は
、
国
の
早
期
予
算
化
の

求
め
等
を
考
慮
し
、
今
年
度
当
初
予

算
で
計
上
し
た
、
低
所
得
世
帯
支
援

給
付
金
事
業
（
３
万
円
／
世
帯
）
の

「
町
独
自
拡
充
事
業
」
と
、
事
業
執

行
期
間
に
制
約
が
見
込
ま
れ
る
今
年

度
予
定
の
「
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
」

に
充
当
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
年
度
実
施
し
た
国
の
定

額
減
税
補
足
給
付
金
で
、
そ
の
支
給

額
が
不
足
し
た
者
を
対
象
と
す
る

「
不
足
額
給
付
」
の
対
応
に
つ
い
て
、

行
政
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
業
務
事
業

者
か
ら
受
託
は
困
難
な
旨
の
連
絡
を

受
け
た
た
め
、
現
在
、
給
付
対
象
者

の
確
認
と
給
付
金
積
算
作
業
を
担
当

課
職
員
で
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。こ

う
し
た
実
状
を
踏
ま
え
て
、
迅

速
な
給
付
金
交
付
を
確
保
す
る
た
め
、

同
給
付
金
対
象
者
と
そ
の
所
要
額
が

判
明
し
だ
い
、
専
決
処
分
に
よ
り
早

期
に
関
連
補
正
予
算
措
置
を
講
ず
る

な
ど
、
適
期
円
滑
な
給
付
事
務
の
執

行
に
努
め
ま
す
。

後
志
総
合
開
発
期
成
会
要
望
活
動

　

後
志
総
合
開
発
期
成
会
（
会
長:

髙
橋
神
恵
内
村
長
、
構
成:

後
志
管

内
１
市
19
町
村
）
で
は
、
５
月
７
日

開
催
の
定
期
総
会
で
の
決
定
に
基
づ

き
同
月
26
日
及
び
30
日
に
北
海
道
開

発
局
と
北
海
道
な
ど
道
内
関
係
機
関

へ
の
要
望
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
６
日
に
は
、
中
央
府

省
庁
及
び
衆
参
国
会
議
員
会
館
へ
出

向
き
、
国
の
令
和
８
年
度
予
算
編
成

に
向
け
た
後
志
管
内
20
市
町
村
の
農

林
水
産
業
や
観
光
産
業
の
振
興
、
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、
国
土
基

盤
整
備
、
生
活
環
境
の
改
善
及
び
保

健
・
福
祉
・
教
育
の
振
興
な
ど
７
分

野
65
項
目
１
５
７
事
業
の
要
望
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

所
属
の
水
産
部
会
と
し
て
の
提
言

要
望
事
項
は
、
直
轄
・
補
助
漁
港
及

び
漁
場
整
備
の
推
進
、
漁
村
地
域
の

生
活
環
境
の
整
備
と
防
災
減
災
対
策

の
推
進
、
密
漁
防
止
対
策
、
ト
ド
等

海
獣
類
の
被
害
防
止
対
策
及
び
水
難

救
難
所
員
の
身
分
保
障
制
度
の
確

立
、
海
業
振
興
の
推
進
な
ど
主
要
８

項
目
26
事
業
で
あ
り
ま
す
が
、
引
き

続
き
部
会
構
成
町
村
並
び
に
漁
協
、

漁
協
系
統
機
関
等
と
連
携
し
て
、
日

本
海
地
域
の
現
状
の
課
題
と
窮
状
を

訴
え
、
提
言
要
望
事
項
の
実
現
に
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

北
海
道
町
村
会
中
央
要
請
運
動

　

６
月
６
日
、
北
海
道
町
村
会
（
会

長:

棚
野
白
糠
町
長
、
構
成:

道
内

１
４
４
町
村
）
が
北
海
道
市
長
会
及

び
北
海
道
と
合
同
で
実
施
し
た
「
エ

ゾ
シ
カ
・
ヒ
グ
マ
対
策
に
係
る
３
団

体
要
請
活
動
」に
道
町
村
会
理
事（
農

林
水
産
委
員
）
と
し
て
参
加
し
、
農

林
水
産
省
農
村
振
興
局
、
林
野
庁
及

び
環
境
省
へ
鳥
獣
保
護
管
理
法
改
正

に
関
す
る
要
請
を
行
っ
た
ほ
か
、
６

月
12
日
に
は
、
道
町
村
会
役
員
に
よ

る
中
央
府
省
庁
及
び
道
内
選
出
衆
参

国
会
議
員
に
対
す
る
、
国
の
令
和
８

年
度
予
算
に
向
け
た
デ
ジ
タ
ル
化
施

策
の
推
進
、
地
域
医
療
の
充
実
、
脱

炭
素
社
会
の
実
現
、
農
水
産
業
振
興

対
策
の
推
進
な
ど
10
分
野
32
項
目
の

要
請
運
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
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　「
10
月
31
日
信
金
美
国
出
張
所

　
閉
店
」、
町
に
申
し
入
れ

　

５
月
29
日
、
北
海
道
信
用
金
庫
・

佃
常
務
理
事
、
原
田
常
勤
理
事
（
経

営
推
進
部
長
）
と
古
瀬
古
平
支
店
長

が
来
庁
し
、
同
金
庫
美
国
出
張
所
を

令
和
７
年
10
月
31
日
を
も
っ
て
現
在

地
で
の
営
業
を
終
了
し
、
11
月
４
日

か
ら
古
平
支
店
内
へ
移
転
す
る
予
定

で
あ
る
旨
の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し

た
。

　

人
口
減
少
や
職
員
不
足
、
地
域
金

融
機
関
共
通
の
厳
し
い
経
営
環
境
の

改
善
を
図
る
た
め
、
「
複
数
市
町
村

の
拠
点
の
集
約
を
進
め
ざ
る
を
得
な

い
。」
と
の
説
明
で
あ
り
ま
し
た
が
、

町
と
し
ま
し
て
は
、
「
町
内
取
引
事

業
者
や
関
係
団
体
へ
の
丁
寧
な
説
明

と
理
解
を
求
め
る
こ
と
」
及
び
「
Ａ

Ｔ
Ｍ
機
器
の
町
内
設
置
」に
つ
い
て
、

同
金
庫
本
部
で
の
検
討
を
要
請
し
ま

し
た
。

　
北
海
道
新
幹
線
建
設
促
進
等
運
動

　

５
月
26
日
、
小
樽
市
で
「
北
海
道

新
幹
線
建
設
促
進
後
志
・
小
樽
期
成

会
」
総
会
が
開
催
さ
れ
、
新
函
館
北

斗
・
札
幌
間
の
開
業
延
期
に
伴
う
影

響
の
最
小
化
支
援
、
東
京
と
札
幌
を

結
ぶ
新
幹
線
の
最
大
限
の
高
速
化
の

実
現
な
ど
の
要
望
活
動
を
引
き
続
き

展
開
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
同
日
、「
北
海
道
横
断
自

動
車
道
黒
松
内
・
小
樽
間
建
設
促
進

期
成
会
」
総
会
が
開
催
さ
れ
、
小
樽

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
フ
ル
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
で
の
早
期
完
成
、
後
志
自
動

車
道
（
倶
知
安
余
市
道
路
「
倶
知
安

～
共
和
間
」
「
共
和
～
余
市
間
」
）
の

早
期
開
通
な
ど
を
併
せ
て
要
望
し
て

い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

議会ニュース

　
鈴
木
知
事
が
積
丹
町
訪
問

　

鈴
木
北
海
道
知
事
が
、
地
方
創
生

の
取
組
状
況
を
視
察
し
、
地
域
づ
く

り
実
践
者
と
懇
談
す
る
「
な
お
み
ち

カ
フ
ェ
」
が
、
６
月
10
日
、
積
丹
ジ

ン
蒸
留
所
及
び
岬
の
湯
し
ゃ
こ
た
ん

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
鈴
木
知
事
の
ほ
か
、
瀧

川
後
志
総
合
振
興
局
長
、
津
久
井
道

地
域
づ
く
り
担
当
局
長
が
同
行
し

て
、
積
丹
ジ
ン
蒸
留
所
と
岬
の
湯

し
ゃ
こ
た
ん
を
視
察
し
、
本
町
の
平

成
27
年
か
ら
の
官
民
連
携
に
よ
る
地

方
創
生
の
取
組
状
況
の
特
色
と
課
題

の
実
状
に
つ
い
て
、
町
内
の
民
間
４

事
業
者
と
町
長
か
ら
説
明
を
受
け
、

知
事
か
ら
は
積
丹
半
島
の
今
後
の
地

方
創
生
２
・
０
に
向
け
た
取
り
組
み

へ
の
期
待
と
激
励
が
あ
り
ま
し
た
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
状
況

　

４
月
１
日
、
７
事
業
所
10
名
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
が
配
置
さ
れ
、
活

動
中
で
す
。

　

今
年
度
、
新
た
に
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
受
入
事
業
所
の
募
集
に
対

し
、
４
事
業
所
か
ら
応
募
が
あ
り
、

現
在
、
受
入
事
業
所
の
選
定
調
整
中

で
す
。

　

「
イ
ン
タ
ー
ン
協
力
隊
」
は
、
９

事
業
所
か
ら
応
募
が
あ
り
、
９
事
業

所
を
同
イ
ン
タ
ー
ン
受
入
事
業
所
と

し
て
決
定
し
、
現
在
各
事
業
所
に
お

い
て
イ
ン
タ
ー
ン
協
力
隊
員
の
人
選

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況

　

令
和
６
年
度
６
，
８
９
５
万
円

　

平
成
28
年
７
月
よ
り
開
始
し
た
本

町
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
５
月
末
現

在
、
返
礼
品
取
扱
登
録
事
業
者
は
、

33
事
業
者
、
３
４
８
品
目
で
、
令
和

６
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
は
、

４
，
０
１
２
件
、
６
，
８
９
５
万
７

，
５
０
０
円
、
９
年
間
の
累
計
総
額

は
、
５
億
２
，
８
１
２
万
６
，
８
０

０
円
で
す
。

　

こ
の
間
の
寄
附
金
総
額
か
ら
諸
経

費
を
控
除
し
た
「
ふ
る
さ
と
振
興
基

金
」
へ
の
積
立
（
元
金
）
総
額
は
、

企

画

課

関

係

▲なおみちカフェ・積丹ジン蒸留所視察する

　鈴木知事（写真右から２人目）
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約
２
億
２
，
２
９
５
万
円
、
令
和
６

年
度
末
の
同
基
金
残
高
は
、
１
億
６

，
９
６
３
万
円
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
間
の
全
国
の
寄
附
者

か
ら
の
寄
附
金
使
途
希
望
の
内
訳

は
、
第
５
次
町
総
合
計
画
の
５
つ
の

ま
ち
づ
く
り
目
標
に
沿
っ
て
、

①　

豊
か
な
郷
土
で
自
ら
学
び
、
地

域
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

31
・
６
％

②　

地
域
ぐ
る
み
で
つ
く
る
健
康
、

支
え
あ
う
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

13
・
４
％

③　

自
然
と
共
生
し
、
安
全
で
快
適

な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
ま
ち
づ
く
り

17
・
７
％

④　

産
業
が
連
携
し
、
豊
か
な
地
域

資
源
を
ま
も
り
活
か
す
ま
ち
づ
く
り

23
・
３
％

⑤　

み
ん
な
が
主
役
、
未
来
へ
つ
な

ぐ
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

９
・
０
％

⑥　

指
定
な
し　
　
　
　
　
　
　
　

５
・
０
％

と
い
う
状
況
で
す
。

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況

　

令
和
３
年
度
か
ら
募
集
を
開
始

し
た
、
国
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
寄
附
活
用
事
業
に
関
連

す
る
寄
附
を
行
っ
た
法
人
に
対
す

る
税
制
特
例
制
度
（
『
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
』
）」
を
活
用
し
た
寄
附

は
、令
和
６
年
度
は
８
企
業
か
ら
１
，

４
４
７
万
円
、
４
年
間
で
延
べ
18
企

業
か
ら
６
，
９
１
２
万
円
を
受
納
し

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
第
２
期
積
丹
町
総
合
戦

略
に
掲
げ
る
官
民
・
公
民
連
携
に
よ

る
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
取
組
に

呼
応
す
る
積
丹
応
援
企
業
等
か
ら
の

寄
附
を
募
り
、
本
町
の
地
方
創
生
事

業
等
の
継
続
的
な
推
進
に
役
立
て
て

ま
い
り
ま
す
。

　
積
丹
町
地
域
活
性
化
協
議
会
の

　
活
動
状
況

　

同
協
議
会
（
代
表:

馬
場
龍
彦
商

工
会
長
、
構
成:

産
業
経
済
等
８
団

体
及
び
町
）
の
総
会
が
、
５
月
23
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
の
活
性
化
対
策
の
実
践
に
お

け
る
「
官
民
連
携
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
の
創
出
と
推
進
が
重
要
性
を
増

し
て
い
る
今
日
、
同
協
議
会
の
役
割

と
地
域
内
の
異
業
種
間
連
携
の
強
化

が
大
き
く
期
待
さ
れ
、
本
町
の
社
会

経
済
的
な
対
外
的
信
頼
感
の
向
上
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
①
海
業
振
興
支
援
事

業
（
美
国
漁
港
地
区
「
水
産
加
工
・

物
販
、
食
提
供
・
体
験
機
能
を
備
え

た
海
業
交
流
拠
点
形
成
」:

国
（
水

産
庁
）
補
助
事
業
）、
②
官
民
連
携

推
進
事
業
（
環
境
と
社
会
の
未
来
を

創
る
積
丹
型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

事
業:

エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
北
海
道

㈱
寄
附
事
業
）、
③
神
威
岬
灯
台
Ｐ

Ｒ
推
進
事
業
（
町
単
独
事
業
）
等
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
同
協
議
会
の
育
成
支
援

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
香
美
市
と
の
姉
妹
都
市
交
流

　

小
松
議
長
ほ
か
26
名
来
町

　

北
海
道
札
幌
の
初
夏
を
彩
る
一
大

イ
ベ
ン
ト
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ

ン
祭
り
は
、
第
34
回
を
迎
え
、
今
年

も
姉
妹
都
市
高
知
県
香
美
市
か
ら
小

松
議
長
を
団
長
と
し
て
27
人
が
来
町

さ
れ
、
積
丹
町
の
18
人
と
の
合
同

チ
ー
ム
を
編
成
し
、
６
月
７
日
と
８

日
の
２
日
間
出
場
し
て
き
ま
し
た
。

　

ソ
ー
ラ
ン
節
と
鳴
子
の
リ
ズ
ム
に

よ
る
演
舞
を
披
露
し
、
両
市
町
の
交

流
と
、
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
だ

さ
っ
た
積
丹
町
フ
ァ
ン
と
の
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
町
税
及
び
税
外

　
収
入
金
の
概
況

一
般
会
計
（
町
民
税
ほ
か
４
税
）

は
、
現
年
度
分
、
滞
納
繰
越
分
を
合

わ
せ
、
調
定
額
１
億
８
，
２
６
０
万

４
千
円
（
前
年
度
１
億
８
，
９
７
２

万
４
千
円
）
、
収
入
済
額
１
億
６
，

７

６

２

万

７

千

円
（

前

年

度

１
億
７
，
６
１
５
万
９
千
円
）
収
納

率
91
・
80
％
（
前
年
度
92
・
85
％
）

の
決
算
見
込
み
で
す
。

　

法
人
町
民
税
、
軽
自
動
車
税(

種

別
割)

は
増
加
し
た
も
の
の
、
個

人
町
民
税(

定
額
減
税
実
施)

、
軽

自
動
車
税(

環
境
性
能
割)

、
た

ば
こ
税
ほ
か
２
税
の
減
少
に
伴

い
、
現
年
度
調
定
額
は
前
年
度
比

５
０
４
万
８
千
円
減
少
し
ま
し
た
。

現
年
度
分
、
滞
納
繰
越
分
を
合
わ
せ

た
収
納
率
は
、
前
年
度
を
１
・
05
ポ

イ
ン
ト
下
回
り
、
前
年
度
比
８
５
３

万
２
千
円
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
個
人
町
民
税
の
定
額
減
税

額
に
は
、
地
方
特
例
交
付
金
５
７
６

万
円
が
国
か
ら
減
収
補
て
ん
さ
れ
て

い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、

現
年
度
分
、滞
納
繰
越
分
を
合
わ
せ
、

調
定
額
９
，
１
０
４
万
円
（
前
年
度

税

務

課

関

係
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収
納
率
76
・
67
％
（
前
年
度
特
別
会

計
３
月
末
76
・
75
％
）
の
決
算
見
込

み
で
す
。

　

令
和
６
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
を
含
む
町
税
全
体
の
現
年
度
分
、

滞
納
繰
越
分
の
収
納
率
見
込
み
は
、

87
・
17
％
（
前
年
度
88
・
49
％
）
で
、

減
少
に
転
じ
ま
し
た
。

　

徴
収
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
引

き
続
き
後
志
広
域
連
合
に
よ
る
強
制

徴
収
や
納
付
困
難
者
へ
の
納
付
相
談

に
よ
る
計
画
的
な
納
付
の
督
励
な

ど
、
税
外
徴
収
金
を
含
む
滞
納
の
防

止
、
縮
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議会ニュース

９
，
１
９
５
万
６
千
円
）
収
入
済
額

７
，
０
９
０
万
７
千
円
（
前
年
度
７
，

３
０
９
万
４
千
円
）
収
納
率
77
・

89
％
（
前
年
度
79
・
49
％
）
の
決
算

見
込
み
で
す
。

　

課
税
世
帯
数
及
び
被
保
険
者
数
は

と
も
に
減
少
し
た
も
の
の
、
所
得
割

の
増
加
に
伴
い
、
現
年
度
調
定
額
は

前
年
度
比
１
１
７
万
円
６
千
円
増
加

し
ま
し
た
。
現
年
度
分
、
滞
納
繰
越

分
を
合
わ
せ
た
収
納
率
は
、
前
年
度

を
１
・
６
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
、
前
年

度
比
２
１
８
万
７
千
円
減
収
と
な
り

ま
し
た
。

　

税
外
収
入
（
児
童
福
祉
費
負
担

金
ほ
か
14
科
目
）
は
、
現
年
度

分
、
滞
納
繰
越
分
を
合
わ
せ
、
調

定
額
１
億
９
７
１
万
円
（
前
年
度

１
億
１
，
３
９
５
万
３
千
円
）
収
入

済
額
８
，
４
８
８
万
４
千
円
（
前
年

度
８
，
５
５
３
万
９
千
円
）
収
納
率

77
・
37
％
（
前
年
度
75
・
06
％
）
の

決
算
見
込
み
で
す
。

　

公
営
企
業
会
計
営
業
収
益
（
簡

易
水
道
使
用
料
・
下
水
道
使
用
料
）

は
、
現
年
度
分
、
滞
納
繰
越
分
を
合

わ
せ
、
調
定
額
７
，
６
１
７
万
２
千

円
（
前
年
度
特
別
会
計
３
月
末
８
，

０
６
０
万
円
）
収
入
済
額　

５
，

８
４
０
万
３
千
円
（
前
年
度
特
別
会

計
３
月
末 

６
，
１
８
５
万
９
千
円
）

護
事
業
２
人
、
町
条
例
単
独
サ
ー
ビ

ス
事
業
へ
移
行
15
人
全
員
の
代
替

サ
ー
ビ
ス
等
へ
の
継
続
移
行
が
確
保

さ
れ
ま
し
た
。

　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

　
助
成
事
業
の
実
施
状
況

　

今
年
度
か
ら
町
費
一
部
助
成
に
よ

り
町
民
の
発
症
予
防
対
策
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
５
月
末
現
在
の
予
防

接
種
券
発
行
状
況
は
、
定
期
接
種
対

象
者
（
65
歳
、
70
歳
以
降
５
歳
年
齢

毎
）
は
、
８
人
、
定
期
接
種
対
象
者

以
外
の
任
意
接
種
対
象
者
（
50
歳
以

上
）
は
、
22
人
と
い
う
状
況
で
す
。

　
不
妊
治
療
費
等
助
成
事
業
の
状
況

　

今
年
度
か
ら
町
費
の
上
置
助
成
に

よ
り
、
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
夫

婦
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
少
子

化
対
策
の
充
実
を
図
る
た
め
、
周
知

広
報
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
９
月
19
日

　
令
和
７
年
度
積
丹
町
敬
老
会

　

５
月
27
日
、
令
和
７
年
度
積
丹
町

敬
老
会
打
合
せ
会
議
が
開
催
さ
れ
、

今
年
度
も
自
治
会
等
連
合
会
、
民
生

委
員
協
議
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、

各
地
区
婦
人
会
で
構
成
す
る
敬
老
会

　
訪
問
介
護
事
業
等
の
廃
止
対
策

　
18
人
の
代
替
サ
ー
ビ
ス
移
行
完
了

　

積
丹
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
介
護

保
険
事
業
所
）
が
運
営
す
る
本
事
業

が
３
月
31
日
で
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
そ
れ
ま
で
利
用
さ
れ
て
い
る

利
用
者
へ
の
介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

継
続
を
維
持
し
、
対
応
可
能
な
代
替

サ
ー
ビ
ス
対
策
へ
の
移
行
を
急
ぐ
べ

く
、
同
社
協
と
連
携
し
て
対
策
の
検

討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
３
月
31
日
現
在
の
要

対
象
者
は
18
人
で
、
う
ち
、
町
外
の

介
護
保
険
事
業
所
へ
１
人
と
通
所
介

住
民
福
祉
課
関
係

　
令
和
６
年
度
運
営
状
況

　

外
来
患
者
数
は
、
延
べ
４
，
２
６

２
人
（
前
年
度
比
１
，
０
１
０
人
、

19
・
２
％
減
）
で
、
１
日
平
均
19
人

（
同
３
人
減
）
で
す
。

　

運
営
収
支
決
算
見
込
み
は
、
歳
入

歳
出
と
も
に
、
８
，
９
６
３
万
６
千

円
（
前
年
度
比
１
，
３
５
０
万
１
千

円
減
）
で
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
は
、
４
，
２
７
４
万
８
千
円
（
前

年
度
比
１
，
４
９
４
万
７
千
円
増
）

の
見
込
み
で
す
。

国
保
診
療
所
関
係

実
行
委
員
会
（
実
行
委
員
長:

鎌
田

淳
史
自
治
会
等
連
合
会
長
）
を
組
織

し
、
９
月
19
日
（
金
）
に
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
交
流
大
ホ
ー
ル
で
、
敬
老

者
の
長
寿
を
祝
い
、
町
の
振
興
発
展

に
尽
く
さ
れ
た
ご
労
苦
に
敬
意
を
表

す
る
催
し
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
対
象
者
（
75
歳
以
上
）

は
、
５
月
末
現
在
、
５
１
９
人
で
、

出
席
者
全
員
に
祝
品
を
、
88
歳
の
米

寿
該
当
の
16
人
に
は
、
記
念
品
を
贈

る
こ
と
と
し
、
準
備
を
取
り
進
め
て

い
ま
す
。
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令
和
７
年
度
外
来
患
者
数
等
の

　
状
況

５
月
末
現
在
の
外
来
患
者
数
の
状

況
は
、
延
べ
６
５
９
人
（
１
日
平
均

17
人
、
診
療
日
数
39
日
）
で
、
前
年

同
期
と
比
較
し
68
人
増
、
１
日
平
均

５
人
減
（
前
年
度
５
９
１
人
、
１
日

平
均
22
人
、
診
療
日
数
27
日
）
と
い

う
状
況
で
す
。

　
再
エ
ネ
設
備
等
導
入
可
能
性
調
査

　
事
業
の
実
施

国
補
助
金
５
，
６
９
４
万
円
内
定

　

政
府
の
２
０
５
０
年
脱
炭
素
社
会

の
実
現
に
向
け
た
今
日
的
政
策
課
題

と
し
て
、
全
国
の
地
方
公
共
団
体
に
、

そ
の
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
る
「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
施
策
の
実

施
目
標
」
を
掲
げ
る
「
積
丹
町
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
、

昨
年
度
国
費
補
助
制
度
を
活
用
し
て

新
た
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現

と
地
域
課
題
解
決
の
両
立
的
な
具
現

化
を
目
指
す
た
め
、
新
ビ
ジ
ョ
ン
に

掲
げ
た
「
積
丹
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
を
推
進
す
る
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
10
項
目
の
事
業
化

を
目
指
す
た
め
の
可
能
性
調
査
の
検

討
に
着
手
す
る
た
め
、
国
の
助
成
支

援
制
度
の
導
入
活
用
の
要
望
運
動
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
過
日
、

可
能
性
調
査
事
業
と
し
て
、
国
の
令

和
７
年
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
高
度

化
・
転
換
理
解
促
進
事
業
補
助
金
５
，

６
９
４
万
円
の
採
択
内
示
を
得
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
、
同
補
助
金
の
内
示
額

に
沿
っ
て
、
特
に
10
項
目
の
重
点
プ

　
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
課
題

　
検
討

令
和
７
年
４
月
１
日
施
行
の
児
童

福
祉
法
及
び
令
和
８
年
４
月
１
日
施

行
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
改

正
に
よ
り
、
人
口
減
少
下
の
子
育
て

支
援
施
策
を
強
化
す
る
た
め
、
「
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
０
歳
６
ケ
月
以
上
３

歳
未
満
の
児
童
を
月
の
一
定
時
間
ま

で
の
利
用
可
能
枠
設
定
の
中
で
、
保

護
者
の
就
労
要
件
を
問
わ
ず
保
育
所

等
の
利
用
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
職
員
の
受
け

入
れ
体
制
や
既
設
一
時
預
か
り
事
業

と
の
関
連
や
保
育
料
無
償
化
へ
の
対

応
と
併
せ
て
、
制
度
導
入
に
際
し
て

の
課
題
整
理
と
そ
の
方
向
性
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
保
育
所
の
運
営
状
況

　

６
月
１
日
現
在
の
入
所
児
童
数

は
、
び
く
に
保
育
所
が
20
人
（
前
年

度
比
３
人
減
）
、
う
ち
新
入
所
児
童

数
は
７
人
で
す
。
み
な
と
保
育
所
は

４
人
（
前
年
度
比
２
人
増
）
、
う
ち

新
入
所
児
童
数
は
２
人
で
す
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営

　
状
況

　

５
月
末
現
在
の
利
用
者
数
は
、
延

べ
65
人
（
前
年
度
比
52
人
減
）
、
１

日
平
均
１
・
６
人
の
利
用
で
す
。

　

減
少
し
た
要
因
は
、
令
和
６
年
度

利
用
世
帯
の
半
数
が
び
く
に
保
育
所

へ
の
入
所
と
令
和
６
年
度
の
出
生
数

の
減
少
に
よ
る
も
の
で
す
。

保

育

所

関

係

商
工
観
光
課
関
係

　
町
内
観
光
施
設
の
利
用
状
況

「
水
中
展
望
船
」
は
４
月
25
日
、

「
し
ゃ
こ
た
ん
土
産
と
喰
処
カ
ム
イ

番
屋
」
は
、
４
月
24
日
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
今
年
度
の
営
業
を
開
始
し
ま
し
た

が
、
連
休
期
間
中
や
休
日
の
天
候
不

順
に
よ
り
、
利
用
客
は
各
施
設
と
も

低
調
な
推
移
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち
、

①
「
災
害
対
応
拠
点
施
設
及
び
学
校

　

な
ど
公
共
施
設
へ
の
導
入
」
の
可

　

能
性

②
「
水
産
業
の
取
組
に
関
す
る
活
用
」

　

の
可
能
性

③
「
温
泉
熱
を
利
用
し
た
活
用
」
の

　

可
能
性

④
「
雪
冷
熱
の
活
用
」
の
可
能
性

の
４
項
目
に
つ
い
て
、
今
後
の
事
業

化
に
役
立
て
る
可
能
性
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
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議会ニュース

　
農
業
の
概
況

　

今
春
は
、
雪
解
け
が
平
年
よ
り
も

遅
く
、
そ
の
後
の
気
温
も
平
年
よ
り

低
い
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
カ

ボ
チ
ャ
、
馬
鈴
薯
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
の

植
付
け
作
業
は
若
干
遅
れ
て
い
ま

す
。

　

４
月
10
日
開
催
の
新
お
た
る
農
業

協
同
組
合
通
常
総
会
に
お
い
て
、
令

和
６
年
度
事
業
報
告
及
び
令
和
７
年

度
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
事
業
基
本
方
針
で

は
、
「
組
合
員
の
高
齢
化
や
担
い
手
・

労
働
力
不
足
・
物
価
高
な
ど
地
域
農

業
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ

る
が
、
農
業
所
得
増
大
対
策
や
変
化

す
る
地
域
農
業
の
環
境
に
対
応
し
、

今
後
も
農
協
独
自
の
農
業
振
興
支
援

と
還
元
に
取
り
組
む
。」
と
し
て
い

ま
す
。 農

林
水
産
課
関
係

　
道
営
治
山
事
業

　

日
司
川
緊
急
予
防
治
山
事
業
は
、

11
月
20
日
を
工
期
に
床
固
工
が
３
月

26
日
着
工
し
ま
し
た
。

　

黄
金
岬
地
区
役
場
裏
地
先
緊
急
予

防
治
山
事
業
は
、
茶
津
ト
ン
ネ
ル
入

り
口
か
ら
２
３
０
ｍ
区
間
で
、
令
和

４
～
８
年
度
５
年
計
画
で
実
施
中
で

あ
り
ま
す
が
、
明
年
１
月
20
日
を
工

期
に
今
年
度
の
法
枠
工
、
伏
工
等
工

事
が
３
月
26
日
着
工
し
ま
し
た
。

　

小
泊
地
区
陣
内
地
先
予
防
治
山
事

業
は
、
11
月
10
日
を
工
期
に
落
石
防

止
網
工
が
５
月
28
日
着
工
し
ま
し
た
。

　
分
収
造
林
事
業
の
実
施
状
況

　

婦
美
団
地
丸
山
地
区
更
新
伐
施
業

は
、
10
月
31
日
を
完
了
期
限
と
し
て

３
月
３
日
に
着
手
し
、
昨
年
11
月
に

石
狩
森
林
管
理
署
が
婦
美
町
（
旧
積

丹
牧
場
畜
舎
跡
地
）
に
整
備
し
た
伐

採
木
集
積
共
同
土
場
へ
の
運
搬
集
積

作
業
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
同
更

新
伐
施
業
完
了
後
の
地
拵
施
業
は
、

11
月
30
日
を
完
了
期
限
と
し
て
５
月

16
日
着
手
し
ま
し
た
。

　
漁
業
の
概
況

　

令
和
６
年
度
の
積
丹
町
管
内
の
水

揚
実
績
は
、
主
要
魚
種
の
ウ
ニ
、
ブ

リ
な
ど
の
水
揚
が
大
き
く
減
少
し

た
た
め
、
水
揚
量
は
、
前
年
度
比

１
２
４
ト
ン
、
５
・
５
％
減
、
水
揚

金
額
で
は
同
２
億
２
７
０
０
万
円
、

15
・
０
％
減
と
い
う
状
況
で
し
た
。

　

本
年
５
月
末
現
在
の
水
揚
量
は
、

ホ
ッ
ケ
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
も

の
の
、
イ
カ
、
エ
ビ
が
低
調
な
が
ら

も
前
年
に
比
べ
増
加
し
、
１
８
０
ト

ン
、
１
億
２
，
１
２
３
万
円
（
前
年

同
期
比
７
３
２
万
円
、
６
・
４
％
増
）

と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

３
月
27
日
、
東
し
ゃ
こ
た
ん
漁
業

協
同
組
合
臨
時
総
代
会
が
開
催
さ

れ
、
令
和
６
年
度
の
基
幹
事
業
の
販

売
取
扱
高
が
25
億
円
の
計
画
に
対

し
、
約
27
億
円
（
２
億
円
、
８
・
０
％

増
）
の
実
績
見
込
み
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
７
年
度
事
業
計
画
で

は
、
前
年
度
の
実
績
を
踏
ま
え
て
、

前
年
度
と
同
額
の
25
億
円
の
販
売
取

扱
高
を
見
込
む
と
し
て
い
ま
す
。

　
自
然
環
境
保
全
協
力
金

　

昨
年
度
３
８
３
万
円

　

積
丹
町
自
然
環
境
保
全
協
議

会
（
会
長:

佐
藤
勝
次
観
光
協
会

長
、
構
成:

町
及
び
町
内
産
業
経
済

団
体
６
団
体
・
２
機
関
）
へ
の
令

和
６
年
度
協
力
金
寄
付
金
総
額
は
、

３
８
３
万
４
，
７
９
６
円
、
平
成

19
年
か
ら
18
年
間
の
累
計
で
は
３
，

７
６
５
万
４
，
０
５
３
円
で
す
。

　

昨
年
度
は
、
黄
金
岬
誘
導
案
内
板

設
置
や
観
光
施
設
補
修
用
資
材
購
入

費
等
に
約
１
７
５
万
円
が
活
用
さ

れ
、
今
年
度
は
、
神
威
岬
自
然
公
園

ト
イ
レ
修
繕
や
施
設
補
修
用
資
材
購

入
等
へ
の
活
用
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
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美
国
漁
港
整
備
事
業

　

国
の
美
国
漁
港
航
路
浚
渫
工
事
は

５
月
29
日
に
、
同
一
時
堆
積
土
砂
搬

出
工
事
は
、
６
月
３
日
完
了
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
北
海
道
開
発
局
に
対
し
同

工
事
の
令
和
８
年
度
継
続
実
施
を
要

望
し
て
い
ま
す
。

　
資
源
増
殖
関
係
事
業

サ
ケ
放
流
事
業
は
、
京
極
町
の
日

本
海
さ
け
・
ま
す
増
殖
事
業
協
会
ふ

化
場
で
生
産
さ
れ
た
稚
魚
２
０
０
万

尾
を
４
月
９
日
と
４
月
18
日
の
２
日

間
に
、
美
国
漁
港
内
に
放
流
し
ま
し

た
。サ

ク
ラ
マ
ス
放
流
事
業
は
、
５

月
23
日
に
島
牧
村
千ち

は

せ走
産
稚
魚

18
万
６
千
尾
を
美
国
川
に
９
万
３
千

尾
、
積
丹
川
に
９
万
３
千
尾
を
放
流

し
ま
し
た
。

ニ
シ
ン
放
流
事
業
は
、
６
月
９
日

に
羽
幌
町
の
道
栽
培
漁
業
振
興
公
社

で
生
産
さ
れ
た
稚
魚
９
万
８
千
尾
を

美
国
漁
港
に
４
万
９
千
尾
、
余
別
漁

港
（
来
岸
地
区
）
に
４
万
９
千
尾
を

放
流
し
ま
し
た
。

美
国
小
学
校
裏
防
災
避
難
階
段

　
施
設
の
供
用
協
議
中

　

国
と
の
施
設
管
理
協
定
手
続
き
に

つ
い
て
小
樽
開
発
建
設
部
と
協
議
中

で
あ
り
ま
す
が
、
協
議
が
整
い
し
だ

い
年
度
内
を
目
途
に
供
用
開
始
す
る

予
定
で
す
。

小
樽
開
発
建
設
部
か
ら
、
追
加
工
事

　

の
実
施
を
検
討
中
と
の
連
絡
を
受
け

　

て
い
ま
す
。

建

設

課

関

係

　
道
道
野
塚
婦
美
線
道
路
維
持
対
策

積
丹
大
橋
（
野
塚
町
）
の
塗
装
工

事
と
日
司
ト
ン
ネ
ル
内
の
照
明
改
修

工
事
が
、
来
年
３
月
末
を
工
期
に
、

７
月
上
旬
着
工
予
定
で
す
。

　
建
設
工
事
等
の
発
注
状
況

25
件
２
億
８
，
１
１
３
万
円

　

６
月
16
日
現
在
の
建
設
工
事
の
発

注
状
況
は
、
土
木
関
係
３
件
、
建
築

関
係
10
件
の
計
13
件
、
工
事
契
約
金

額
は
２
億
１
，
１
８
４
万
円
で
す
。

　

う
ち
、
現
在
施
工
中
の
工
事
は
、

職
員
住
宅
解
体
工
事
他
11
件
で
す
。

　

委
託
業
務
は
、
土
木
関
係
６
件
、

上
下
水
道
関
係
４
件
、
地
籍
関
係
２

件
の
計
12
件
、
委
託
契
約
金
額
は
６
，

９
２
９
万
円
で
す
。

　

う
ち
、
現
在
実
施
中
の
業
務
は
、

野
塚
２
号
橋
長
寿
命
化
修
繕
実
施
設

計
委
託
業
務
他
11
件
で
す
。

　

工
事
と
委
託
業
務
を
合
わ
せ
た
総

契
約
件
数
は
25
件
、
総
契
約
金
額
は

２
億
８
，
１
１
３
万
円
で
す
。

今
後
、
７
月
上
旬
を
目
途
に
、
分

収
造
林
事
業
婦
美
団
地
六
地
区
基
幹

作
業
道
開
設
工
事
、
町
道
維
持
補
修

工
事
の
発
注
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

令和７年度発注工事等状況一覧
（令和７年６月 16日現在）

１．現在施工中の工事

①職員住宅解体工事

②観光トイレ解体工事

③高齢者福祉施設改修工事（建築工事）

④　　　　　〃　　　　　 （機械設備工事）

⑤　　　　　〃　　　　　 （電気設備工事）

⑥積丹町クリーンセンター改修工事

⑦美国団地長寿命化等改修工事

⑧　　　　　　〃　　　　　　（電気設備工事）

⑨積丹町内小中学校エアコン整備工事（機械設備工事）

⑩　　　　　　　　〃　　　　　　　 （電気設備工事）

⑪黒岡橋長寿命化修繕工事

⑫和田橋長寿命化修繕工事

２．現在実施中の業務

①積丹町地籍調査事業（繰越分）委託業務

②積丹町地籍調査事業委託業務

③積丹町内草刈委託業務

④野塚２号橋長寿命化修繕実施設計委託業務

⑤町道等照明 LED 化事業実施設計委託業務

⑥島武意海岸探勝路被災対策事業実施計画委託業務

　（補助小規模治山事業）

⑦積丹町橋梁点検調査委託業務

⑧積丹町トンネル点検調査委託業務

⑨簡易水道事業会計支援委託業務

⑩集落排水事業会計支援委託業務

⑪簡易水道事業会計システム保守委託事業

⑫集落排水事業会計システム保守委託事業
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議会ニュース

教育行政報告
（要約）

学
校
教
育
に
つ
い
て

 

４
月
７
日
、
美
国
小
学
校
及
び
中

学
校
で
入
学
式
が
執
り
行
わ
れ
、
小

学
校
８
名
、
中
学
校
10
名
の
新
１
年

生
が
入
学
し
、
２
カ
月
が
経
過
し
た

現
在
は
、
新
し
い
仲
間
も
増
え
元
気

に
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
美
国
中
学
校
３
年
生
の
修

学
旅
行
が
、
東
京
方
面
を
研
修
先
と

し
て
、
５
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
の

２
泊
３
日
の
日
程
で
実
施
さ
れ
、
３

年
生
生
徒
は
施
設
見
学
や
職
場
訪
問

な
ど
、
か
け
が
え
の
な
い
多
く
の
貴

重
な
体
験
を
積
み
な
が
ら
見
聞
を
広

め
ま
し
た
。

　

入
学
後
の
大
き
な
学
校
行
事
と
な

る
運
動
会
と
体
育
大
会
が
５
月
24
日

の
美
国
小
学
校
を
皮
切
り
に
、
６
月

１
日
の
余
別
小
学
校
ま
で
全
て
の
学

校
で
行
わ
れ
、
児
童
生
徒
は
元
気

い
っ
ぱ
い
各
競
技
に
参
加
し
、
こ
れ

ま
で
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮

し
て
い
ま
し
た
。

　

保
護
者
並
び
に
地
域
の
皆
様
に

は
、
事
前
準
備
や
当
日
の
運
営
へ
の

ご
協
力
、
競
技
へ
の
参
加
や
温
か
い

拍
手
な
ど
、
運
動
会
を
大
い
に
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
と

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
全
国
体
力
・
運
動

　
能
力
、
運
動
習
慣
等
調
査
結
果

令
和
６
年
４
月
か
ら
７
月
末
ま
で
の

期
間
に
実
施
し
た
本
調
査
に
つ
い

て
、
本
年
４
月
に
北
海
道
教
育
委
員

会
が
結
果
報
告
書
を
公
表
し
ま
し

た
。

　

調
査
対
象
で
あ
る
小
学
５
年
生
男

女
の
当
町
に
お
け
る
体
力
合
計
点

は
、
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
一

方
で
、
中
学
２
年
生
男
女
の
体
力
合

計
点
は
、
全
国
を
下
回
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　

調
査
対
象
の
実
施
人
数
が
少
な
い

た
め
本
町
の
全
体
像
を
表
し
て
い
る

と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
調
査
結
果
を

踏
ま
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
撮
影

画
像
の
分
析
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の

課
題
発
見
に
つ
な
が
る
取
組
に
よ

り
、
学
習
指
導
等
の
工
夫
・
改
善
を

行
い
、
全
て
の
児
童
生
徒
の
体
力
・

運
動
能
力
向
上
へ
の
取
組
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
全
国
学
力
・
学
習

　
状
況
調
査

　

４
月
17
日
、
町
内
小
学
校
対
象
学

年
の
あ
る
２
校
の
６
年
生
11
名
と
美

国
中
学
校
の
３
年
生
12
名
を
対
象

に
、
例
年
実
施
し
て
い
る
国
語
、
算

数
・
数
学
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

学
習
意
欲
や
学
習
方
法
な
ど
に
関
す

る
児
童
生
徒
質
問
調
査
に
加
え
、
理

科
に
つ
い
て
も
調
査
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
調
査
結
果
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
夏
以
降
に
全
国
・
全
道
の
結

果
と
と
も
に
公
表
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
の
各
校
に
お
け

る
学
習
指
導
や
生
活
指
導
の
改
善
に

役
立
て
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の

　
配
置

　

町
内
小
中
学
校
で
の
英
語
の
授
業

及
び
国
際
理
解
教
育
等
の
充
実
を
図

る
た
め
、
今
年
度
も
引
き
続
き
カ

デ
ィ
シ
ャ
・
ブ
ラ
イ
ア
ン
氏
（
ジ
ャ

マ
イ
カ
出
身
）
を
外
国
語
指
導
助
手

と
し
て
配
置
し
ま
し
た
。

　

美
国
中
学
校
で
の
全
学
年
の
英
語

の
授
業
を
は
じ
め
、
小
学
校
の
英
語

の
授
業
や
外
国
語
活
動
を
指
導
し
て

い
る
ほ
か
、
運
動
会
な
ど
の
学
校
行

事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
お
り
ま

す
。

　
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

　

国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
第

２
期
に
よ
る
児
童
・
生
徒
の
一
人
一

台
端
末
の
機
器
更
新
に
つ
い
て
は
、

北
海
道
発
注
の
「
共
同
調
達
方
式
」

に
よ
り
、
11
月
28
日
を
納
期
と
し
て

更
新
整
備
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
の
記
録
的
な
猛
暑
に

よ
る
児
童
・
生
徒
の
熱
中
症
防
止
対

策
と
し
て
、
恒
久
的
な
教
育
環
境
の

改
善
に
資
す
る
た
め
の
小
中
学
校
エ

ア
コ
ン
整
備
工
事
は
、
６
月
２
日
着

工
し
、
明
年
３
月
25
日
ま
で
を
工
期

に
施
工
中
で
す
。
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報
告
第
１
号

　
令
和
６
年
度
積
丹
町
一
般
会
計
予

算
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い

て
　

令
和
６
年
度
予
算
の
執
行
を
令
和

７
年
度
に
繰
り
越
し
た
原
子
力
災
害

対
策
事
業
他
３
事
業
に
係
る
繰
越
明

許
費
を
報
告
す
る
も
の
。（

報　
　

告
）

議
案
第
１
号

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
う
積
丹
町
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
３
名
の
選

任
に
つ
い
て
、
議
会
の
同
意
を
求
め

る
も
の
。

・
坂
野　

武
彦
氏
（
美
国
町
）

・
藤
原　

良
英
氏
（
日
司
町
）

・
土
屋
ト
シ
子
氏
（
余
別
町
）

（
同　
　

意
）

　
社
会
教
育
事
業
に
お
け
る
各
種

　
教
室
等

　

生
き
が
い
づ
く
り
や
積
極
的
な
社

会
参
加
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
た

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
学
級
は
、
４
月
25
日

か
ら
「
歌
声
サ
ー
ク
ル
」
が
定
期
的

な
活
動
を
開
始
し
た
ほ
か
、
５
月
20

日
に
は
歌
唱
や
楽
器
演
奏
、
リ
ズ
ム

体
操
な
ど
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体

験
す
る
「
音
楽
療
法
体
験
教
室
」
を

開
催
し
、
12
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
親
子
が
共
に
学
ぶ
機
会

と
し
て
、
地
域
の
自
然
を
学
習
す
る

自
然
体
験
活
動
な
ど
を
行
う
体
験
教

室
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

町
民
の
自
発
的
な
健
康
づ
く
り
や

体
力
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
５
月

13
日
、
町
ふ
れ
あ
い
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
に
お
い
て
、
第
35
回
Ｂ
＆
Ｇ
杯
争

奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
２
チ
ー
ム
、

10
名
参
加
）
、
ま
た
、
５
月
23
日
に
は
、

第
36
回
町
内
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
（
２
チ
ー
ム
、
８
名
参
加
）
を

開
催
し
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
て

参
加
者
同
士
が
交
流
を
深
め
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
熱
戦
が
繰
り
広

生
涯
学
習
に
つ
い
て

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
町
民
が
ス
ポ
ー
ツ
や
健
康

づ
く
り
、
体
力
づ
く
り
に
取
り
組
め

る
機
会
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
子
ど
も
第
三
の
居
場
所
運
営
事
業

　

児
童
の
放
課
後
の
居
場
所
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
同
施
設
は
、
５
月

末
現
在
、
登
録
児
童
数
27
名
で
、
教

育
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
９
名
に
よ
り
、

安
全
安
心
な
居
場
所
の
提
供
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

引
き
続
き
、
活
動
を
支
え
る
拠
点

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
人
材
確
保
に
努
め

る
と
と
も
に
、
Ｂ
＆
Ｇ
書
道
ク
ラ
ブ

講
師
に
よ
る
創
作
活
動
や
健
康
運
動

指
導
士
に
よ
る
運
動
支
援
活
動
な

ど
、
各
種
教
室
等
と
連
動
し
た
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

審
議
さ
れ
た
案
件

議
案
第
２
号

　
積
丹
町
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域

に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
不
均
一
課

税
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

半
島
振
興
法
に
基
づ
く
、
産
業
振

興
の
促
進
に
資
す
る
一
定
の
事
業
用

資
産
を
取
得
し
た
業
種
の
設
備
に
課

す
る
固
定
資
産
税
の
不
均
一
課
税
特

例
条
例
を
、
令
和
７
年
４
月
１
日
施

行
の
改
正
法
に
よ
り
、
令
和
９
年
３

月
31
日
ま
で
２
年
間
延
長
さ
れ
た
の

で
、
再
度
、
町
特
例
条
例
を
制
定
す

る
も
の
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
３
号

　
積
丹
町
選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
設

置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

積
丹
町
議
会
議
員
及
び
積
丹
町
長

の
選
挙
に
お
い
て
、
積
丹
町
選
挙
管

理
委
員
会
が
公
職
選
挙
法
等
の
規
定

に
合
致
す
る
投
票
所
数
へ
変
更
を
決

定
す
る
た
め
、
町
条
例
の
全
部
を
改

正
す
る
も
の
。

（
原
案
可
決
）
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議
案
第
４
号

　
積
丹
町
特
別
職
の
非
常
勤
職
員
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経
費

の
基
準
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
令
和
７
年
６
月
４
日

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
町
条
例

に
規
定
す
る
選
挙
長
な
ど
８
区
分
の

報
酬
額
を
、
同
法
に
規
定
す
る
相
当

額
に
増
額
す
る
た
め
、
町
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。（

原
案
可
決
）

議
案
第
５
号

　
積
丹
町
議
会
議
員
及
び
積
丹
町
長

の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費

負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
が
令
和
７
年
６
月
４
日

施
行
さ
れ
、
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
並
び

に
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
に

係
る
公
費
負
担
の
限
度
額
が
引
き
上

げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
額
に

準
じ
て
、
同
限
度
額
を
増
額
す
る
た

め
、
町
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
６
号

　
積
丹
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
設

置
及
び
給
食
費
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

令
和
７
年
３
月
末
の
野
塚
小
学
校

閉
校
に
伴
い
、
関
係
学
校
長
等
で
構

成
す
る
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委

員
会
委
員
の
定
数
を
変
更
す
る
た

め
、
町
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
７
号

　
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ

い
て

　

「
野
塚
辺
地
」
の
橋
梁
長
寿
命
化

対
策
事
業
に
係
る
辺
地
総
合
整
備
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
北

海
道
知
事
と
の
協
議
が
整
っ
た
の

で
、
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
の
た
め
の
財
政
上
の
特
別
措

置
等
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
。（

原
案
可
決
）

議
案
第
８
号

　
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変
更
に
つ

い
て

　

「
婦
美
辺
地
」
の
橋
梁
長
寿
命
化

対
策
事
業
及
び
「
来
岸
辺
地
」
の
集

落
排
水
施
設
改
修
事
業
の
追
加
に
係

る
辺
地
総
合
整
備
計
画
を
変
更
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
北
海
道
知
事
と
の

協
議
が
整
っ
た
の
で
、
辺
地
に
係
る

公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
の
た
め
の

財
政
上
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
法

律
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
９
号

　
令
和
７
年
度
積
丹
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
億
８
，

７
４
８
万
２
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

37
億
４
，
３
８
３
万
１
千
円
に
す
る

も
の
。

　

行
政
報
告
の
令
和
７
年
度
追
加
事

業
予
算
の
ほ
か
、
①
職
員
人
事
異
動

等
に
伴
う
人
件
費
の
過
不
足
、
②
自

治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
構
築
関

連
経
費
、
③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
費
、
④
住
基
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
機

器
の
更
新
経
費
、
⑤
神
威
岬
自
然
公

園
遊
歩
道
等
改
修
事
業
費
な
ど
に
つ

い
て
、
補
正
予
算
措
置
を
講
ず
る
も

の
。
住
基
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
機
器
更

新
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
市

町
村
備
荒
資
金
組
合
防
災
資
機
材
譲

渡
事
業
を
活
用
す
る
た
め
、
債
務
負

担
行
為
を
設
定
す
る
も
の
。

　

歳
入
の
増
額
は
、
商
工
費
国
庫
補

助
金
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
高
度
化
・

転
換
理
解
促
進
事
業
補
助
金
）
５
，

６
９
４
万
円
、
商
工
費
道
補
助
金

（
自
然
公
園
等
整
備
事
業
補
助
金
）

２
，
２
５
０
万
円
、
基
金
繰
入
金

（
北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組
合
超

過
納
付
金
繰
入
金
）
２
，
６
０
０
万

円
、繰
越
金
（
前
年
度
繰
越
金
）
２
，

１
５
５
万
８
千
円
、
雑
入
（
半
島
振

興
計
画
策
定
検
証
・
調
査
事
業
補
助

金
）
２
，
２
０
０
万
円
、
町
債
（
過

疎
対
策
事
業
債
）
３
，
０
４
０
万
円

な
ど
。

　

歳
出
の
増
額
は
、
職
員
人
件
費 

５
９
４
万
７
千
円
、
情
報
処
理
管

理
費
（
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標

準
化
構
築
関
連
業
務
委
託
料
）
２
，

６
０
０
万
円
、
水
産
振
興
費
（
海
業

振
興
関
連
支
援
事
業
補
助
金
）
２
，

２
０
０
万
円
、
商
工
振
興
費
（
再
エ

ネ
設
備
等
導
入
可
能
性
調
査
事
業
関

連
費
）
５
，
９
９
４
万
円
、
観
光

施
設
運
営
費
（
神
威
岬
自
然
公
園

遊
歩
道
等
改
修
事
業
関
連
費
）
５
，

議会ニュース

３
１
０
万
円
な
ど
。
減
額
は
、
他
会

計
繰
出
金
34
万
２
千
円
な
ど
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
10
号

　
令
和
７
年
度
積
丹
町
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
） 

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

34
万
２
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
９
，

９
４
６
万
３
千
円
に
す
る
も
の
。

　

直
診
勘
定:

歳
入
は
、
一
般
会
計

繰
入
金
34
万
２
千
円
を
減
額
。
歳
出

は
、 

一
般
管
理
費
（
職
員
人
件
費
）

34
万
２
千
円
を
減
額
。

（
原
案
可
決
）

意
見
案
第
１
号

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実
現
に

資
す
る
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
施

策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　

提
出
者
・
積
丹
町
議
会
議
員

海
田　

一
時

（
原
案
可
決
）
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林
野
火
災
対
応
訓
練

　
林
野
火
災
対
応
訓
練

　

全
国
各
地
の
林
野
火
災
を
教
訓
に
積
丹
支

署
で
は
、
６
月
23
日
に
野
外
ス
ポ
ー
ツ
林
ス

キ
ー
場
（
美
国
町
）
で
林
野
火
災
想
定
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

傾
斜
が
あ
る
場
所
で
は
、
ホ
ー
ス
の
長
距

離
延
長
や
送
水
が
難
し
く
、
ホ
ー
ス
の
延
長

方
法
や
送
水
圧
力
等
を
検
証
。
ま
た
、
発
生

時
の
他
機
関
へ
の
連
絡
や
、
周
辺
住
民
へ
の

避
難
誘
導
、
現
場
の
指
揮
系
統
な
ど
を
改
め

て
確
認
し
ま
し
た
。
林
野
火
災
は
、「
た
き
火
、

ゴ
ミ
焼
」
、
「
火
入
れ
」
、
「
た
ば
こ
」
な
ど
の

人
為
的
な
原
因
が
大
多
数
で
、
自
然
現
象
は

稀ま
れ

で
す
。

　

ゴ
ミ
焼
の
通
報
は
、
積
丹
支
署
へ
多
く
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

　
保
育
所
職
員
の
応
急
救
護
研
修

　
保
育
所
職
員
の
応
急
救
護
研
修

　

６
月
26
日
に
積
丹
支
署
２
階
で
、
び
く

に
・
み
な
と
保
育
所
の
職
員
を
対
象
に
応

急
救
護
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
内
容
は
、
「
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
取
り
扱
い
」
、
「
海
の
事
故
・
熱
中
症

に
つ
い
て
の
講
義
」
で
す
。

　

心
肺
蘇
生
法
で
は
、
胸
骨
圧
迫
の
位
置
・

深
さ
・
リ
ズ
ム
等
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
る
高
度
ダ
ミ
ー
を
使
用

す
る
こ
と
で
、
胸
骨
圧
迫
の
精
度
向
上
を

図
り
ま
し
た
。

　◇　船舶から不要物を海へ捨てると

　　　⇒海洋汚染等及び海上災害の防止に関する

　　　　法律違反で１千万円以下の罰金が科せられます。

　◇　陸上から不要物を海へ捨てると

　　　⇒廃棄物の処理及び清掃に関する法律違反で

　　　　５年以下の懲役若しくは千万円以下の罰金が科せられます。

　◇　不要物を許可なく焼却すると

　　　⇒廃棄物の処理及び清掃に関する法律違反で

　　　　５年以下の懲役若しくは千万円以下の罰金が科せられます。

うに殻 ・魚のアラ ・生活ごみなどのうに殻 ・魚のアラ ・生活ごみなどの
不要物を海に投棄すると犯罪です

火災 救急 救助 その他

Ｒ７．６月 ０ １３ ０ ７

Ｒ７年累計

（1～６月）
１ ６０ １ １

Ｒ６年 ０ １２４ １３ ２９

■積丹支署各種出動状況 （単位：件）

★海洋環境を保全するため、不要物は自治体のルールに従い適正に処分しましょう。

★豊かな海を育てるため、うに殻などは、再利用をお願いします。

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

消
防
ニ
ュ
ー
ス

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

消
防
ニ
ュ
ー
ス

消
防
ニ
ュ
ー
ス

に
関
す
る
法
律
で
原
則

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
出
た
ゴ
ミ
、

木
を
伐
採
し
た
際
の
枝
、

枯
草
な
ど
は
自
宅
の
敷

地
内
で
焼
却
せ
ず
、
町

住
民
福
祉
課
で
示
す

「
ご
み
分
別
・
出
し
方
」

を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

積
丹
支
署
で
は
、

応
急
救
護
の
ほ
か
、

消
火
器
取
り
扱
い
訓

練
や
防
災
・
救
命
講

習
の
講
師
と
し
て
職

員
の
派
遣
が
で
き
る

の
で
、
ご
遠
慮
な
く

お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

小樽海上保安部便り小樽海上保安部便りNO.45

積丹町では…

ウニ殻ウニ殻を活用して
『海の森づくり』『海の森づくり』

造成藻場造成藻場

養殖コンブ養殖コンブ

＋＋

➡➡

さらにさらに コンブの森を
活かし

ブルーカーボンの推進ブルーカーボンの推進

『「積丹方式」『「積丹方式」
循環型藻場造成』循環型藻場造成』をを全国全国にに！！

好事例好事例としてとして評価評価

令和 3年度

・農林水産大臣賞

・水産庁長官賞

令和６年度

「第 11 回ﾃﾞｨｽｶﾊﾞｰ

農
む ら

山漁村の宝ｱﾜｰﾄﾞ」

（農林水産省/内閣官房）

・優秀賞／特別賞

　同時受賞
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後志地域をサイクリングで楽しむ

　UIC（世界自転車競技連盟）ロードレース「ニセコ

クラシック」が今年度は後志地域で行われ、後志地

域を楽しむ観光イベントとして「ニセコディスカバ

リーサイクリング」が開かれました。

　68名の参加者は、ニセコ東急グラン・ヒラフ（倶

知安町）を出発し、神恵内方面から神威岬を経由し、

ゴール地点である岬の湯しゃこたんまでの100㎞コー

スを颯爽と走行しました。

「ニセコディスカバリーサイクリング」

　美国中学校体育館で開催された「中学校芸術鑑賞

会兼町民文化講演会」に町内小中学生、保育所の子

どもたち、一般町民の約１５０名の方々が参加しま

した。

　今回は、元が～まるちょばのケッチさんを迎え、

「パントマイム公演＋コミュニケーション教室」を

実施し、普段目にすることができないパントマイム、

手品、ジャグリングを楽しみました。

　また、小中学生や学校の先生も舞台に上がり、

ケッチさんからパントマイムを教わり、会場内は終

始笑いや驚きが絶えない公演となりました。

プロ直伝のパントマイムで実演！
　「中学校芸術鑑賞会 兼 町民文化講演会」

　美国漁港プレジャーボート利用者で構成する美国

漁港利用協議会（中村武会長）が清掃活動を実施し

ました。

　きれいな漁港で観光客を迎えるため、観光シーズ

ンが本格化する前に毎年実施しています。当日は会

員と町職員、約20名が１時間程かけて40リットルごみ

袋約20個分のごみを収集。

　中村会長は、「漁港をきれいに保つためにも漁港

を利用する方一人一人がルールとマナーを守り、楽

しく利用してほしいです。今後も、積極的に清掃活

動を実施します。」と話していました。

いつも美しい漁港に
美国漁港利用協議会「清掃活動」   

  ６
     22

  ７
    11
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各
種
自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す

応
募
資
格:

18
歳
～
33
歳
未
満

　

※
33
歳
の
方
は
、
小
樽
地
域
事
務

所
に　
　

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
一
般
曹
候
補
生
】

◆
受
付
期
間:

第
２
回
試
験

　

７
月
１
日
㈫
～
９
月
２
日
㈫
（
必
着
）

◆
試
験
日
程
等

・
９
月
13
日
㈯
～
21
日
㈰
い
ず
れ
か
１
日

【
自
衛
官
候
補
生
】

◆
受
付
期
間:

第
１
回
試
験

　

７
月
１
日
㈫
～
８
月
19
日
㈫
（
必
着
）

◆
試
験
日
程
等

・
８
月
28
日
㈭
～
31
日
㈰
い
ず
れ
か
１
日

応
募
資
格:

海
・
18
歳
～
23
歳
未
満

　
　
　
　
　
空
・
18
歳
～
24
歳
未
満

【
航
空
学
生
】

◆
受
付
期
間:

第
１
回
試
験

　

７
月
１
日
㈫
～
８
月
29
日
㈮
（
必
着
）

◆
試
験
日
程
等

・
９
月
20
日
㈯
・
27
日
㈯
い
ず
れ
か
１
日

応
募
資
格:

18
歳
～
21
歳
未
満

【
防
衛
大
学
校
学
生
】

◆
受
付
期
間:

第
１
回
試
験

　

７
月
１
日
㈫
～
10
月
16
日
㈭
（
必
着
）

◆
試
験
日
程
等

・
11
月
19
日
㈬

【
防
衛
医
科
大
学
校
医
科
学
生
】

◆
受
付
期
間:

第
１
回
試
験

　

７
月
１
日
㈫
～
10
月
８
日
㈬
（
必
着
）

◆
試
験
日
程
等

・
10
月
25
日
㈯

【
防
医
大
看
護
学
科
学
生
】

◆
受
付
期
間:

第
１
回
試
験

　

７
月
１
日
㈫
～
10
月
３
日
㈮
（
必
着
）

◆
試
験
日
程
等

・
11
月
13
日
㈭

※
試
験
日
等
も
急
に
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
各
種
応
募
資
格
、
受
験
手

続
き
等
詳
し
い
内
容
は
、
お
問
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
　

小
樽
地
域
事
務
所

℡
０
１
３
４

－

22

－

5
5
2
1

　
年
金
の
予
約
相
談
実
施
中

　

年
金
事
務
所
で
は
、
年
金
に
つ
い

て
の
予
約
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ご
予
約
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号

の
わ
か
る
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な

ど
を
ご
準
備
の
う
え
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】
日
本
年
金
機
構

℡
０
５
７
０
ー
05
ー
４
８
９
０

わが家の

め ん こ

　

優しくて、いつもニコニコした子に
育ってほしいです。

　　　　　　（司さん・由衣さん）

お散歩が大好き！

雨の日は、窓から外を眺めています。

抱っこされるとご機嫌になります！

荒
あ ら や

谷 伊
い お り

織
（８月９日生・来岸町）

ちゃん

ちゃん

　
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

次
の
と
お
り
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

◆
日
時

　
８
月
28
日
㈭

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

◆
場
所

　
俱
知
安
保
健
所
余
市
支
所

【
問
合
わ
せ
先
】

俱
知
安
保
健
所

　

健
康
推
進
課
健
康
支
援
係

℡
０
１
３
６
ー
23
ー
１
９
５
７

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
25
日
㈪
ま

で
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
８
月
は
「
北
方
領
土
返
還
要
求

　
運
動
強
化
月
間
」
で
す

　
我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
歯
舞

群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
及
び
択
捉

島
か
ら
な
る
北
方
領
土
の
早
期
返
還

の
実
現
は
、
道
民
は
も
と
よ
り
国
民

の
長
年
に
わ
た
る
悲
願
で
す
。

　

北
方
領
土
問
題
の
発
端
と
な
っ
た

８
月
を
「
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

強
化
月
間
」
と
定
め
、
道
内
各
地
で

一
層
強
力
に
北
方
領
土
返
還
要
求
運

動
を
展
開
し
ま
す
。

　

一
日
も
早
い
領
土
問
題
の
解
決
に

向
け
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
北
後
志
消
防
組
合
新
規
採
用
職
員

　
募
集
（
消
防
職
員
）

　

北
後
志
消
防
組
合
で
は
、
令
和
８

年
４
月
採
用
の
消
防
士
・
救
急
救
命

士
を
募
集
し
ま
す
。

◆
受
験
資
格

〇
積
丹
支
署
勤
務

・
平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
20

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

・
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
若
し
く
は
専
修
学
校

（
就
業
２
年
以
上
の
専
門
課
程
に
限

る
）
又
は
大
学
を
卒
業
し
た
者

◆
申
込
締
切　

８
月
29
日
㈮

（
送
付
先:

北
後
志
消
防
組
合
消
防
本
部
）

◆
試
験
日
時　

９
月
21
日
㈰

◆
試
験
内
容

　

適
正
検
査
、
集
団
討
論
面
接

※
詳
細
は
、
北
後
志
消
防
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】

北
後
志
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課

℡
０
１
３
５
ー
23
ー
３
７
５
９

　
無
料
法
律
相
談
所
開
設

　

次
の
と
お
り
無
料
法
律
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

◆
日
時　

８
月
20
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

◆
定
員　

６
人

【
申
込
・
問
合
わ
せ
先
】

余
市
町
役
場　

総
務
課

℡
０
１
３
５
ー
21

－

２
１
１
２

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
申

し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
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総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
３
階
・

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
３
階
・

『『
図
書
コ
ー
ナ
ー

図
書
コ
ー
ナ
ー
』』
に
新
刊
図
書
が
入
り
ま
し
た
！

に
新
刊
図
書
が
入
り
ま
し
た
！

小　　　説

●
カ
フ
ネ　

●
ア
ル
プ
ス
席
の
母　

●
小
説　

●
禁
忌
の
子　

●
人
魚
が
逃
げ
た　

●spring

●
恋
と
か
愛
と
か
や
さ
し
さ
な
ら　

●
生
殖
記　

●
死
ん
だ
山
田
と
教
室　

●
な
い
も
の
、
あ
り
ま
す

●
フ
ォ
ー
ス
・
ウ
ィ
ン
グ
―
第
四
騎
竜
団
の
戦
姫
〈
上
・
下
〉　

●
創
元
推
理
文
庫　

白
薔
薇
殺
人
事
件

●
エ
ク
ス
・
リ
ブ
リ
ス　

別
れ
を
告
げ
な
い　

●
こ
こ
は
す
べ
て
の
夜
明
け
ま
え

●
本
を
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
32
歳
が
は
じ
め
て
本
を
読
む
―
走
れ
メ
ロ
ス
・
一
房
の
葡
萄
・
杜
子
春
・
本
棚

●
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
は
背
中
か
ら　

●
さ
く
ら
の
ま
ち　

●
バ
リ
山
行　

●
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
四
十
九
日

●
Ｄ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ａ　

●
ゲ
ー
テ
は
す
べ
て
を
言
っ
た　

●
ツ
ミ
デ
ミ
ッ
ク　

●
藍
を
継
ぐ
海

●
口
訳　

古
事
記　

●
号
外
！
幕
末
か
わ
ら
版　

●
大
江
戸
綺
譚
―
時
代
小
説
傑
作
選　

●
架
空
犯　
　
　

●
猫
の
刻
参
り
―
三
島
屋
変
調
百
物
語
拾
之
続

社　会 ・ 趣　味

●
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

名
言
・
失
言
の
近
現
代
史
〈
上
〉
１
８
６
８
―
１
９
４
５

●
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

名
言
・
失
言
の
近
現
代
史
〈
下
〉
１
９
４
６
―

●
私
た
ち
は
何
を
捨
て
て
い
る
の
か
―
食
品
ロ
ス
、
コ
ロ
ナ
、
気
候
変
動

●
な
ぜ
働
い
て
い
る
と
本
が
読
め
な
く
な
る
の
か　

●
発
言
禁
止　

誰
も
書
か
な
か
っ
た
メ
デ
ィ
ア
の
闇

●
気
負
わ
ず
作
れ
て
満
た
さ
れ
る　

よ
り
そ
い
ご
は
ん

児童書 ・ 絵　本

●
ク
ジ
ラ
が
し
ん
だ
ら　

●
ト
ド
に
お
と
ど
け　

●
わ
す
れ
て
い
い
か
ら　

●
う
ち
の
ピ
ー
マ
ン　

●
も
の
の
け
し
ょ
く
ど
う

う
ら
め
し
や　

●
パ
ン
ど
ろ
ぼ
う
と
り
ん
ご
か
め
ん　

●
火
の
鳥

い
の
ち
の
物
語　

●
ラ
イ
オ
ン
の
く
に
の
ネ
ズ
ミ　

●
お
し
ご
と
そ
う
だ
ん
セ
ン
タ
ー　

●
わ
か
っ
た
さ
ん
の
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト　

●
こ
ど
も
の
と
も
絵
本　

お
せ
ち　

●
ネ
コ
に
な
り
た
か
っ
た
ク
モ
の
ル
イ
ー
ジ　

●
ど
ん
ど
ん
め
く
り　

●
た
く
さ
ん
の
ふ
し
ぎ
傑
作
集　

世
界
の
納
豆
を
め
ぐ
る
探
検　

●
幼
児
絵
本
シ
リ
ー
ズ　

せ
っ
せ
せ
っ
せ

本
の
リ
ク
エ
ス
ト
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

本
の
リ
ク
エ
ス
ト
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　

図
書
コ
ー
ナ
ー
に
設
置
し
て
い
る
「
図
書
リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
」
へ
読
み
た
い
本
を
記
入
し
、
ポ
ス
ト
へ
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

〈
問
合
わ
せ
先
〉
積
丹
町
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
（
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）　

℡
０
１
３
５
ー
44
―
３
２
６
０

戸籍の記載事項戸籍の記載事項にに

振振
フ リ ガ ナフ リ ガ ナ

り仮名り仮名が追加が追加されます！！されます！！

◎法務省ホームページ URL

　https://www.moj.go.jp/MINJI/furigana/index.html

　令和７年５月２６日に改正戸籍法が施行され、戸籍の記載事項に

氏名の振り仮名が追加されることになりました。この日以降、本籍

地の市区町村長から、戸籍に記載される予定の振り仮名が通知され

ます。

通知の振り仮名が正しいときは、届出をしなくても通知のとおり

戸籍に記載されます。振り仮名が誤っている場合は令和８年５月

２５日までに届出をしてください。なお、振り仮名の届出に手数料

は一切かかりません。また、届出をしなかったとしても、罰則や罰

金はありません。

　制度の詳細については、法務省ホームページをご参照ください。
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●国民健康保険税　第２期

　   　　　 納期限 ８月 25 日㈪

●介護保険料　第２期

　　   　　 納期限 ８月 25 日㈪

●後期高齢者医療保険料　第２期

　　   　　 納期限 ８月 25 日㈪

今月の納期今月の納期

●町道民税　第２期

　　   　 　納期限 ９月１日㈪

●上下水道使用料金　７月分

　　   　   納期限 ８月 29 日㈮

●住宅使用料　８月分

　　   　   納期限 ９月１日㈪

【問合わせ先】役場税務課　TEL44-3384

◆ し尿収集の日程・８月 ◆

日(曜日) 地　区 日(曜日) 地　区

12 日㈫ 神岬・草内 21 日㈭ 野塚

13 日㈬ 余別 25 日㈪ 〃

14 日㈭ 〃 26 日㈫ 日司

18 日㈪ 余別・来岸 27 日㈬ 日司・入舸

20 日㈬ 来岸・西河

(注 )口座振替をこ利用の方は、

８月 25 日㈪に引き落しになり

ますので、前日までに残高の確

認をお願いします。

　また、失業、転職、病気など

の理由により納期内納付が困難

な方は、放置せず相談してくだ

さい。

　そのまま放置すると、督促状

が送付され、その後も納付・相

談がなければ、滞納処分（預金、

給与、不動産等の差押）となり

ます。

　そのような事態になる前に、

早めにご相談ください。

「建築基準法」が改正「建築基準法」が改正（令和７年４月１日施行）されています！（令和７年４月１日施行）されています！

令和４年６月に公布された

「脱炭素社会の実現に資する

ための建築物のエネルギー消

費性能の向上に関する法律等

の一部を改正する法律」によ

り、建築確認手続きの対象の

見直しが行われました。

建築基準法では、原則全て

の建築物を対象に、工事着手

前の建築確認や、工事完了後

の完了検査などが必要です

が、都市計画区域外において

は、一定規模以下の建築物は、

建築確認・完了検査の対象と

なっていませんでした。

建築確認の対象となる建築物の規模（建築基準法第 条第１項）

○ ○ ○

× × ○

× × ○

○都市計画区域、準都市計画区域、準景観地区等外外

㎡ ㎡

以上
階数

木造 木造
以外

２号

階階数数２２以以下下かかつつ延延べべ面面積積500㎡㎡以以下下のの木木造造建建築築物物はは基基本本的的にに建建築築確確認認のの対対象象外外

○ ○

× ○

㎡

以上

階数

延べ面積

：確認対象 ：確認対象外

建築確
認の対
象に

改正前

改正後

○ ○ ○

○ ○ ○

× ○ ○

200㎡ 500㎡

以上

階数
木造 木造

以外

構構造造にによよららずず、、階階数数２２以以上上又又はは延延べべ面面積積 ㎡㎡超超のの建建築築物物はは建建築築確確認認のの対対象象にに

○ ○

× ○

㎡

以上

階数

延べ面積

延べ面積

延べ面積

２号 ２号

２号

２号

３号 ３号

３号

新２号新２号 新２号 新２号

新２号

新２号

新２号 新２号

新２号

：確認対象 ：確認対象外

新２号

新２号

　しかし、令和７年４月１日施行の改正建築基準法により、２階建て以上又は延べ面積２００㎡超の建築物は、

都市計画区域外であっても、建築確認・完了検査の対象となりました。

　また、２階建ての木造戸建等で行われる大規模なリフォームなども、事前に建築確認手続きが必要となる場合

があります。

　これから、住宅の新築や大規模なリフォームを行う場合は、事前に建築確認が必要となりますので、ご注意く

ださい。

８月 30 日８月 30 日 (土 )( 土 ) までまで

総合文化センター総合文化センターを開放しています！を開放しています！

　町では、町民の皆さんの熱中症による健康被

害の発生を防止するため、総合文化センターの

一部を開放しています。

期　間：８月 30 日 ( 土）まで

 場　所：積丹町総合文化センター１階ロビー

 時　間：午前８時 30 分～午後５時まで

【 問 合 わ せ 先 】 役 場 企 画 課　 ℡ 44-2114
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交通安全はみんなの願い

日（曜日) 医 療 機 関 名 住　所 電 話 番 号

３日（日）脳神経外科よいち汐風クリニック 余市町大川町 21-5566

10日（日）わ た な べ 内 科 医 院 余市町大川町 22-3989

11日（月）北 郷 耳 鼻 咽 喉 科 医 院 余市町大川町 23-5533

15日（金）田 中 内 科 医 院 余市町浜中町 22-6125

17日（日）中 島 内 科 余市町黒川町 22-3866

24日（日）勤 医 協 余 市 診 療 所 余市町黒川町 22-2861

31日（日）勝田内科皮フ科クリニック 余市町大川町 22-3843

８月の余市管内休日当番病院等
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５㈫ ●Ｂ＆Ｇジュニア水泳教室

６㈬
●体験教室「Ｂ＆Ｇ自然体験プログラム」
●子育て支援センター「七夕まつり」

７㈭
●びくに保育所「七夕まつり」
●みなと保育所「七夕まつり」

８月のこよみ

世帯数／　965世帯（－３）

人　口／1,649人  （－10）

男　／　779人  （±０）

女 ／　870人  （－10）

－８月の俳句－
（美国踏青俳句会）

（ゼロ）

慶

弔

録

※受診される方は、あらかじめ病院等に電話確認をお願いします。

文芸だより

●転入／４人(＋２）●転出／８人(＋１）

●出生／０人(±０）●死亡／６人(＋３)

令和７年６月30日現在､(　)内は前月比

半
日
を
遊
び
し
岬

み
さ
き

土ど

よ

う用
あ
い
　
　
　
　
　

　
　
　
藤
原
　
わ
子

火
祭
を
見
む
と
早
朝
の
親
娘
か
な
　
　
　
　
　
　

戸
来
　
和
子

積
丹
の
「
う
に
丼
」
求
め
客
並
ぶ
　
　
　

　
　
　
河
岸
　
悟
郎

紫
陽
花
や
ひ
と
雨
ご
と
に
色
ま
せ
り
　
　
　
　
　

菊
谷
　
知
子

畑
の
師
の
弟
逝
き
し
半は

ん
げ
し
ょ
う

夏
生
　
　
　
　
　
　
　
　

山
﨑
美
枝
子

夏
に
入
る
舟
の
名
で
呼
ぶ
漁
師
か
な
　
　
　
　
　

福
井
　
新
一

火
を
く
ぐ
る
一
本
あ
し
だ
や
本
祭
り
　  

　
　
　

板
垣
千
恵
子

診療時間：午前９時～午後５時
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月
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№
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０死亡交通事故 の日

2,2162,216日達成

（令和７年７月１日現在）

０

津
村
　
テ
イ
　
94
歳
　

美
国
町

山
口
　
て
つ
　
89
歳
　

美
国
町

佐
々
木
惠
子
　
87
歳
　

美
国
町

田
村
　
マ
サ
　
88
歳
　

美
国
町

お
く
や
み
（
死
亡
）

善意に感謝します 社会福祉法人　積丹町社会福祉協議会

佐々木　毅　一　様（美国町） ５０，０００円

10 ㈰
●第２回北海道学力コンクール
（Ｂ＆Ｇ海洋センター ミーティングルーム）

11 ㈪

29 ㈮
●粗大ごみ収集日
　※燃やせないごみの収集日ではありません

ふるさと納税の状況ふるさと納税の状況

ご協力ありがとうございました　

≪令和７年６月３０日現在≫

　758 件　11,154,000 円

全国の皆さま　
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